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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リソース管理方法であって、
　ユーザ機器(UE)により、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナ
リングを受信するステップであって、リソースを解放するための前記シグナリングがリソ
ース位置の情報を示す、ステップと、
　前記UEにより、リソース位置の前記情報に基づいて、ネットワーク側によって前記UEに
すでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の前記情報に対応する時間周波
数リソースを特定し、前記時間周波数リソースを解放するステップと
　を備え、
　前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースがK個
のbundling送信時間間隔(TTI)を備え、前記K個のbundlingTTIが、同じデータブロックのK
個の冗長バージョン(RV)を搬送するために使用される、
リソース管理方法。
【請求項２】
　リソース位置の前記情報が、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位置の情報、お
よびキャリアインジケータのうちの少なくとも1つを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　リソース位置の前記情報が時間領域内の位置の前記情報および周波数領域内の位置の前
記情報を備える場合、前記UEにより、リソース位置の前記情報に基づいて、ネットワーク
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側によって前記UEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の前記情報
に対応する時間周波数リソースを特定し、前記時間周波数リソースを解放する前記ステッ
プが、
　前記UEにより、時間領域内の位置の前記情報および周波数領域内の位置の前記情報に基
づいて、前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソース
の中の時間領域内の位置の前記情報に対応する対象時間期間および周波数領域内の位置の
前記情報に対応する対象周波数を特定するステップと、
　前記UEにより、前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数
リソースを解放するステップと
　を備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースが時間
および周波数を備え、リソース位置の前記情報が時間領域内の位置の前記情報を備える場
合、前記UEにより、リソース位置の前記情報に基づいて、ネットワーク側によって前記UE
にすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の前記情報に対応する時間周
波数リソースを特定し、前記時間周波数リソースを解放する前記ステップが、
　前記UEにより、時間領域内の位置の前記情報に基づいて、前記割当てリソースの中の時
間領域内の位置の前記情報に対応する対象時間期間を特定し、前記対象時間期間内に前記
UEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定するステップと、
　前記UEにより、前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数
リソースを解放するステップと
　を備える、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　時間領域内の位置の前記情報が、直交周波数分割多重(OFDM)シンボルの数を備える、
　請求項3または4に記載の方法。
【請求項６】
　前記UEにより、前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数
リソースが、第1の時間周波数リソースと重複するかどうかを判定するステップと、前記
対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数リソース内の少なくと
も1つの時間周波数サブリソースが、前記第1の時間周波数リソースと重複する場合、前記
UEにより、前記少なくとも1つの時間周波数サブリソース以外の、前記対象時間期間およ
び前記対象周波数から構成される前記時間周波数リソース内にある残りの時間周波数サブ
リソースを解放するステップであって、前記第1の時間周波数リソースの時間周波数位置
が、前記UEが位置するサービングセル内のすべてのUEによって一般に知られている、ステ
ップと
　をさらに備える、請求項3から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記対象周波数が、前記K個のbundlingTTI内の対象TTI内で前記UEに割り当てられた周
波数の一部またはすべてであり、Kが1より大きい整数である、請求項3または4に記載の方
法。
【請求項８】
　前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースが、半
永続的スケジューリング(SPS)リソースを備え、前記対象周波数が、前記SPSリソースの中
の対象TTI内で前記UEに割り当てられた周波数の一部またはすべてである、
　請求項3または4に記載の方法。
【請求項９】
　前記UEにより、前記対象TTIの解放部分をパンクチャするステップ
　をさらに備える、請求項7または8に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザ機器(UE)であって、
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　基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信するように
構成されたトランシーバであって、リソースを解放するための前記シグナリングがリソー
ス位置の情報を示す、トランシーバと、
　リソース位置の前記情報に基づいて、ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当て
られた割当てリソースの中のリソース位置の前記情報に対応する時間周波数リソースを特
定し、前記時間周波数リソースを解放するように構成されたプロセッサと
　を備え、
 前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースがK個の
bundling送信時間間隔(TTI)を備え、前記K個のbundlingTTIが、同じデータブロックのK個
の冗長バージョン(RV)を搬送するために使用される、
UE。
【請求項１１】
　リソース位置の前記情報が、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位置の情報、お
よびキャリアインジケータのうちの少なくとも1つを備える、請求項10に記載のUE。
【請求項１２】
　リソース位置の前記情報が時間領域内の位置の前記情報および周波数領域内の位置の前
記情報を備える場合、前記プロセッサは、
　時間領域内の位置の前記情報および周波数領域内の位置の前記情報に基づいて、前記ネ
ットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースの中の時間領域
内の位置の前記情報に対応する対象時間期間および周波数領域内の位置の前記情報に対応
する対象周波数を特定し、
　前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数リソースを解放
する
　ように特に構成されている、請求項11に記載のUE。
【請求項１３】
　前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースが時間
および周波数を備え、リソース位置の前記情報が時間領域内の位置の前記情報を備える場
合、前記プロセッサは、
　時間領域内の位置の前記情報に基づいて、前記割当てリソースの中の時間領域内の位置
の前記情報に対応する対象時間期間を特定し、前記対象時間期間内に前記UEに割り当てら
れた各周波数を対象周波数として特定し、
　前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数リソースを解放
する
　ように特に構成されている、請求項11に記載のUE。
【請求項１４】
　時間領域内の位置の前記情報が、直交周波数分割多重(OFDM)シンボルの数を備える、
　請求項12または13に記載のUE。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周
波数リソースが、第1の時間周波数リソースと重複するかどうかを判定するようにさらに
構成され、
　前記対象時間期間および前記対象周波数から構成される前記時間周波数リソース内の少
なくとも1つの時間周波数サブリソースが、前記第1の時間周波数リソースと重複する場合
、前記少なくとも1つの時間周波数サブリソース以外の、前記対象時間期間および前記対
象周波数から構成される前記時間周波数リソース内にある残りの時間周波数サブリソース
を解放し、前記第1の時間周波数リソースの時間周波数位置が、前記UEが位置するサービ
ングセル内のすべてのUEによって一般に知られている、
請求項12から14のいずれか一項に記載のUE。
【請求項１６】
　前記対象周波数が、前記K個のbundlingTTI内の対象TTI内で前記UEに割り当てられた周
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波数の一部またはすべてであり、Kが1より大きい整数である、請求項12または13に記載の
UE。
【請求項１７】
　前記ネットワーク側によって前記UEにすでに割り当てられた前記割当てリソースが、半
永続的スケジューリング(SPS)リソースを備え、前記対象周波数が、前記SPSリソースの中
の対象TTI内で前記UEに割り当てられた周波数の一部またはすべてである、
　請求項12または13に記載のUE。
【請求項１８】
　前記プロセッサが、前記対象TTIの解放部分をパンクチャするようにさらに構成される
、
　請求項16または17に記載のUE。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関し、詳細には、リソース管理方法および関連デバイスに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロングタームエボリューション（Long Term Evolution、LTE）システムでは、基地局は
、物理ダウンリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel、PDCCH）を使用
してユーザ機器（User Equipment、UE）にダウンリンク制御情報（Downlink Control Inf
ormation、DCI）などのスケジューリングシグナリングを送信し、UEに時間周波数リソー
スなどのリソースを割り当て、UEのデータ送信をスケジュールする。LTEシステムの従来
のフレーム構造は、1つの送信時間間隔（Transmission Time Interval、TTI）が1つのサ
ブフレームの長さと等しく、1つのサブフレームが14個の直交周波数分割多重（Orthogona
l Frequency Division Multiplexing、OFDM）シンボルを含む。
【０００３】
　散発的であり、遅延に対する要件がかなり高いサービスを送信する要件を満たすために
、ショートTTIの概念が導入され、ショートTTIの長さは、1／2／3／4／7つのOFDMシンボ
ルであると提案され、さらに、ショートTTIのUEは、従来の長さのTTIをサポートする必要
もある。ショートTTIのUEにとって、これは、異なる長さのTTIの間の切替えに関連する。
柔軟な動的切替えを実行するために物理レイヤシグナリングが使用される場合、異なる長
さのTTIは、同じ時点で互いに重複する可能性がある。たとえば、搬送されるデータがロ
ングTTI内で送信される場合、散発的なショートTTIとロングTTIが互いに重複するか、ま
たは異なる長さのTTI内で搬送されるデータの再送が同じ時点で発生し、その結果、ロン
グTTIおよびショートTTIが互いに重複する。異なるUEの場合、第1のUEは、基地局によっ
て割り当てられたリソースを使用してデータを送信し、第2のUEが散発的であり、遅延に
対する要件がかなり高いサービスを送信するときに必要とされるショートTTI、および第1
のUEによって占有されるロングTTIは、互いに重複する可能性があり、第1のUEと第2のUE
は互いに干渉する。
【０００４】
　UEがアップリンクデータ送信を実行するときに異なる長さのTTIが互いに重複する場合
、ショートTTI内で搬送されるデータを送信するためにロングTTIが部分的に解放されるこ
とが、第3世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnership Project、3
GPP）のR1－160906においてクアルコム（Qualcomm）によって述べられている。しかしな
がら、上記の解決策は、同じUEの異なる長さのTTIが互いに重複する場合にのみ適用可能
である。異なるUE間の異なる長さのTTIが互いに重複する場合、UE間で重複は知らされず
、UEは互いに干渉する。その結果、データ送信の信頼性が低下する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本発明の実施形態は、リソース管理方法および関連デバイスを提供して、リソース占有
重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減し、データ送信の信頼性を向上させる。
【０００６】
　本発明の実施形態の第1の態様は、
　基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信するステッ
プであって、リソースを解放するためのシグナリングがリソース位置の情報を示す、ステ
ップと、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てら
れた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、
次いで、時間周波数リソースを解放するステップと
　を含む、リソース管理方法を提供する。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソー
スのうちのいくつかを解放することができる。したがって、リソース占有重複によって引
き起こされる干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向上させること
ができる。
【０００７】
　場合によっては、リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位
置の情報、キャリアインジケータ、ビームインジケータ、およびコードリソースインジケ
ータのうちの少なくとも1つを含む。すなわち、UEは、時間領域内の位置の情報、周波数
領域内の位置の情報、キャリアインジケータ、ビームインジケータ、およびコードリソー
スインジケータのうちの少なくとも1つに基づいて、割当てリソースの中で、リソース位
置の情報に対応する時間周波数リソースを具体的に特定することができる。
【０００８】
　場合によっては、リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報および周波数領域内
の位置の情報を含み、UEは、時間領域内の位置の情報および周波数領域内の位置の情報に
基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の時間
領域内の位置の情報に対応する対象時間期間および周波数領域内の位置の情報に対応する
対象周波数を特定し、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソース
を解放する。基地局は、解放される必要があるリソースの時間領域サイズおよび周波数領
域サイズを指定し、UEは、リソースの利用率を向上させるために必要に応じてリソースを
解放することができる。
【０００９】
　場合によっては、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
時間および周波数を含み、リソース位置の情報は時間領域内の位置の情報を含み、UEは、
時間領域内の位置の情報に基づいて、割当てリソースの中の時間領域内の位置の情報に対
応する対象時間期間を特定し、対象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を対象周波
数として特定し、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解
放する。基地局は、解放される必要があるリソースの時間領域サイズのみを指定し、時間
領域内でUEに割り当てられたすべての周波数領域リソースが解放される。したがって、リ
ソースを解放するためのシグナリングを簡略化することができ、ネットワークシグナリン
グの負荷を低減することができる。
【００１０】
　場合によっては、リソース位置の情報は、周波数領域内の位置の情報を含み、UEは、基
地局によって送信された無線リソース制御RRCシグナリングを受信し、RRCシグナリングは
事前設定された時間長を搬送するか、またはUEは、UEと基地局との間の通信プロトコルに
従って、事前設定された時間長を取得することができ、
　UEは、事前設定された時間長および周波数領域内の位置の情報に基づいて、ネットワー
ク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の事前設定された時間長の対
象時間期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を特定し、対象時間期
間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放する。基地局は、解放され
る必要があるリソースの周波数領域サイズのみを指定し、時間領域サイズは、あらかじめ
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基地局によってUEに通知されるか、またはUEと基地局との間の通信プロトコルに従ってUE
によって取得される。したがって、リソースを解放するためのシグナリングを簡略化する
ことができ、ネットワークシグナリングの負荷を低減することができる。
【００１１】
　場合によっては、時間領域内の位置の情報は、直交周波数分割多重OFDMシンボルの数、
送信時間間隔TTIの数、およびTTIの長さのうちの少なくとも1つを含む。
【００１２】
　場合によっては、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
K個のbundlingTTIを含み、K個のbundlingTTIは、同じデータブロックまたはK個のデータ
ブロックのK個の冗長バージョンRVを搬送するために使用され、対象周波数は、K個のbund
lingTTI内の対象TTI内でUEに割り当てられた周波数の一部またはすべてであり、Kは1より
大きい整数である。対象TTIは1つまたは複数のTTIであってもよく、すなわち、UEは、TTI
のグループ内の1つまたは複数のTTI内で割り当てられた時間周波数リソースの一部または
すべてを解放することができる。
【００１３】
　場合によっては、UEは、対象TTIの解放部分をパンクチャし、新しいレートマッチング
パラメータを使用して対象TTIの非解放部分で、対象TTI内で搬送されるRVもしくはデータ
ブロックを送受信するか、または新しいトランスポートブロックサイズTBSを使用して非
解放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。UEは、対象TTIの解放
部分によって搬送されるRVまたはデータブロックを廃棄し、対象TTIの非解放部分を使用
して、対象TTI内で搬送されるRVまたはデータブロックの一部を送信し続ける、すなわち
、RVまたはデータブロックを可能な限り多く送信することを選択することができるか、ま
たは対象TTI内で搬送されるデータブロックを再区分化し、新しいTBSを使用して、対象TT
I内で搬送されるデータブロックを送受信することを選択することができる。
【００１４】
　場合によっては、UEは、対象TTIの後の次に利用可能なTTI内で、対象TTI内で搬送され
るRVまたはデータブロックを送受信することができ、UEは、データ送信の信頼性を保証す
るために、次に利用可能なTTI内で重要なRVまたはデータブロックを再び送信することを
選択することができる。
【００１５】
　場合によっては、UEは、K個のbundlingTTIの後の次に利用可能なTTI内で、K個のRVのう
ちの最後のRVまたはK個のデータブロックのうちの最後のデータブロックを送受信し、UE
は、データ送信の信頼性を保証するために、利用可能なTTIを別々に使用して最後のRVま
たはデータブロックを再び送受信することができる。
【００１６】
　場合によっては、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
、半永続的スケジューリングSPSリソースを含み、対象周波数は、SPSリソースの中の対象
TTI内でUEに割り当てられた周波数の一部またはすべてである。対象TTIは1つまたは複数
のTTIであってもよく、すなわち、UEは、ネットワークによって周期的に割り当てられた1
つまたは複数のTTI内の時間周波数リソースの一部またはすべてを解放することができる
。
【００１７】
　場合によっては、UEは、対象TTIの解放部分をパンクチャし、新しいレートマッチング
パラメータを使用して対象TTIの非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを
送受信するか、または新しいTBSを使用して非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデータ
ブロックを送受信する。UEは、対象TTIの解放部分によって搬送されるデータブロックを
廃棄し、対象TTIの非解放部分を使用して、対象TTI内で搬送されるデータブロックの一部
を送信し続ける、すなわち、RVまたはデータブロックを可能な限り多く送信することを選
択することができるか、または対象TTI内で搬送されるデータブロックを再区分化し、新
しいTBSを使用して、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信することを選択する
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ことができる。
【００１８】
　場合によっては、基地局が解放できる第1の時間周波数リソースが事前設定され、UEは
、割当てリソースが第1の時間周波数リソースと重複するかどうか（時間領域内および／
または周波数領域内の部分重複または完全重複を含む）に基づいて、リソースを解放する
ためのシグナリングを受信するべきかどうかを判定することができる。これは、具体的に
、割当てリソースが第1の時間周波数リソースと重複する場合、UEにより、リソースを解
放するためのシグナリングを受信することを含む。あるいは、UEは、割当てリソースが第
1の時間周波数リソースと重複しない場合、リソースを解放するためのシグナリングを受
信することをスキップする。すなわち、基地局がUEに割り当てられたリソースを解放でき
ないとき、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを
受信しなくてもよい。したがって、UEの電力消費を削減することができる。
【００１９】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点に対して複数の選
択肢が存在する。送信時点は、リソースを解放するためのシグナリングによって示された
リソース位置の情報に対応する時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置してもよ
く、割当てリソースが位置する時間期間内に位置してもよく、割当てリソースが位置する
時間期間の後の指定された時間期間内に位置してもよい。
【００２０】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点が、具体的に時間
周波数リソースが位置する時間期間内に位置する場合、リソースを解放するためのシグナ
リングをUEが受信する時点は、基地局によって送信された、リソースをスケジュールする
ための第1のシグナリングをUEが受信する時点の後に位置し、リソースを解放するための
シグナリングが受信される時点とリソースをスケジュールするための第1のシグナリング
が受信される時点との間に第1の時間間隔が存在し、リソースをスケジュールするための
第1のシグナリングは、ネットワーク側によってUEに割り当てられたリソースを示す。
【００２１】
　場合によっては、リソースをスケジュールするための第1のシグナリングは、第1の時間
間隔内で時間周波数リソースを解放するために使用されるリソース位置の情報をさらに示
す。すなわち、リソースをスケジュールするための第1のシグナリングは、UEに割り当て
られたリソースと、解放された時間周波数リソースのリソース位置の情報の両方を示すこ
とができる。したがって、リソースを解放するためのシグナリングをUEが受信する回数を
削減することができ、UEの電力消費を削減することができる。
【００２２】
　場合によっては、UEは、基地局によって送信された、リソースをスケジュールするため
の第2のシグナリングを受信し、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングは
、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースを示し、UEセットは少
なくともそのUEを含み、
　UEは、リソースをスケジュールするための第2のシグナリング、時間周波数リソース、
および割当てリソースに基づいて、データ再送中にUEセットによって使用される第2の時
間周波数リソースを特定し、第2の時間周波数リソース上で搬送され、基地局によって再
送されたデータ内にあるデータを受信することができる。すなわち、UEは、基地局によっ
て再送されたデータからそれぞれの再送データを取得することができる。
【００２３】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングをUEが受信する時点およびリ
ソースをスケジュールするための第2のシグナリングをUEが受信する時点は、同じ時間期
間内にあってもよく、またはリソースをスケジュールするための第2のシグナリングをUE
が受信する時点は、リソースを解放するためのシグナリングをUEが受信する時点の後の指
定された時間期間内に位置してもよい。
【００２４】
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　場合によっては、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用
される時間周波数リソースの少なくとも一部である。UEセットがそのUE（すなわち、1つ
のUE）のみを含み、基地局がそのUE向けにのみデータ再送を実行する場合、第2の時間周
波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースのすべ
てであってもよく、またはUEセットがそのUEを含む複数のUEを含み、基地局が複数のUE向
けのデータ再送を同時に実行する場合、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUE
セットによって使用される時間周波数リソースの一部であってもよい。
【００２５】
　場合によっては、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソース上で
搬送されるデータは、リソースを解放するためのシグナリングによって示されたリソース
位置の情報に対応する時間周波数リソース上でUEに送信されるようにあらかじめ決められ
たデータを含む。
【００２６】
　本発明の実施形態の第2の態様は、
　UEにより、基地局によって送信されたRRCシグナリングを受信するステップであって、R
RCシグナリングが事前設定された時間長を搬送する、ステップ、またはUEにより、UEと基
地局との間の通信プロトコルに従って事前設定された時間長を取得するステップと、基地
局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信するステップであ
って、リソースを解放するためのシグナリングが、リソース解放を実行するようにUEに指
示するためにのみ使用され、リソース位置の関連情報を示さない、ステップと、UEにより
、事前設定された時間長に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた
割当てリソースの中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定するステップと、対象
時間期間を解放し、対象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を解放するステップと
　を含む、リソース管理方法を提供する。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソー
スのうちのいくつかを解放することができる。したがって、リソース占有重複によって引
き起こされる干渉を効果的に低減することができる。さらに、リソースを解放するための
シグナリングが簡略化され、ネットワークシグナリングの負荷を低減することができる。
【００２７】
　本発明の実施形態の第3の態様は、
　基地局により、リソース位置の情報を示すリソースを解放するためのシグナリングを少
なくとも1つのUEに送信するステップであって、リソースを解放するためのシグナリング
が、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によって少なくとも1つのUEにすで
に割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソー
スを特定し、時間周波数リソースを解放するように少なくとも1つのUEに指示するために
使用される、ステップ
　を含む、リソース管理方法を提供する。すなわち、基地局は、リソーススケジューリン
グ効率を改善し、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減するため
に、リソース解放を実行するように1つまたは複数のUEに同時に指示することができる。
【００２８】
　場合によっては、リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位
置の情報、キャリアインジケータ、ビームインジケータ、およびコードリソースインジケ
ータのうちの少なくとも1つを含む。
【００２９】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点に対して複数の選
択肢が存在する。送信時点は、リソースを解放するためのシグナリングによって示された
リソース位置の情報に対応する時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置してもよ
く、割当てリソースが位置する時間期間内に位置してもよく、割当てリソースが位置する
時間期間の後の指定された時間期間内に位置してもよい。
【００３０】
　場合によっては、基地局は、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングを
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少なくとも1つのUEに送信し、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングは、
データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースを示し、UEセットは少な
くとも1つのUEを含み、その結果、少なくとも1つのUEは、リソースをスケジュールするた
めの第2のシグナリング、時間周波数リソース、および割当てリソースに基づいて、デー
タ再送中に少なくとも1つのUEによって使用される第2の時間周波数リソースを特定するこ
とができる。
【００３１】
　基地局は、UEセットにデータを再送し、少なくとも1つのUEは、第2の時間周波数リソー
ス上で搬送され、基地局によって再送されたデータ内にあるデータを受信する、すなわち
、基地局は各UEにデータを再送することができる。
【００３２】
　場合によっては、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用
される時間周波数リソースの少なくとも一部である。UEセットがただ1つのUEを含み、基
地局が1つのUE向けにのみデータ再送を実行する場合、第2の時間周波数リソースは、デー
タ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースのすべてであってもよく、ま
たはUEセットが複数のUEを含み、基地局が複数のUE向けのデータ再送を同時に実行する場
合、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波
数リソースの一部であってもよい。
【００３３】
　場合によっては、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソース上で
搬送されるデータは、リソースを解放するためのシグナリングによって示されたリソース
位置の情報に対応する時間周波数リソース上で少なくとも1つのUEに送信されるようにあ
らかじめ決められたデータを含む。
【００３４】
　本発明の実施形態の第4の態様は、
　基地局により、少なくとも1つのUEにRRCシグナリングを送信するステップであって、RR
Cシグナリングが事前設定された時間長を搬送する、ステップと、
　基地局により、少なくとも1つのUEにリソースを解放するためのシグナリングを送信す
るステップであって、リソースを解放するためのシグナリングが、事前設定された時間長
に基づいて、ネットワーク側によって少なくとも1つのUEにすでに割り当てられた割当て
リソースの中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定し、対象時間期間内に少なく
とも1つのUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定し、対象時間期間および
対象周波数を解放するように、少なくとも1つのUEに指示するために使用される、ステッ
プと
　を含む、リソース管理方法を提供する。
【００３５】
　本発明の実施形態の第5の態様は、
　基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信するように
構成されたトランシーバであって、リソースを解放するためのシグナリングがリソース位
置の情報を示す、トランシーバと、
　リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割
当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、時間周
波数リソースを解放するように構成されたプロセッサと
　を含む、UEを提供する。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいく
つかを解放することができる。したがって、リソース占有重複によって引き起こされる干
渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【００３６】
　場合によっては、リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位
置の情報、キャリアインジケータ、ビームインジケータ、およびコードリソースインジケ
ータのうちの少なくとも1つを含む。
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【００３７】
　場合によっては、リソース位置の情報が時間領域内の位置の情報および周波数領域内の
位置の情報を含む場合、プロセッサにより、リソース位置の情報に基づいて、ネットワー
ク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応
する時間周波数リソースを特定し、時間周波数リソースを解放することは、
　時間領域内の位置の情報および周波数領域内の位置の情報に基づいて、ネットワーク側
によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の時間領域内の位置の情報に対応
する対象時間期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を特定すること
と、
　対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放することと
　を含む。
【００３８】
　場合によっては、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
時間および周波数を含み、リソース位置の情報が時間領域内の位置の情報を含む場合、プ
ロセッサにより、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割
り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを
特定し、時間周波数リソースを解放することは、
　時間領域内の位置の情報に基づいて、割当てリソースの中の時間領域内の位置の情報に
対応する対象時間期間を特定し、対象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を対象周
波数として特定することと、
　対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放することと
　を含む。
【００３９】
　場合によっては、リソース位置の情報が周波数領域内の位置の情報を含む場合、
　トランシーバは、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリング
を受信する前に、基地局によって送信されたRRCシグナリングを受信するようにさらに構
成され、RRCシグナリングは事前設定された時間長を搬送し、またはプロセッサは、UEと
基地局との間の通信プロトコルに従って、事前設定された時間長を取得するようにさらに
構成され、
　プロセッサにより、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすで
に割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソー
スを特定し、時間周波数リソースを解放することは、
　事前設定された時間長および周波数領域内の位置の情報に基づいて、ネットワーク側に
よってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の事前設定された時間長の対象時間
期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を特定することと、
　対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放することと
　を含む。
【００４０】
　場合によっては、時間領域内の位置の情報は、OFDMシンボルの数、TTIの数、およびTTI
の長さのうちの少なくとも1つを含む。
【００４１】
　場合によっては、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
K個のbundlingTTIを含み、K個のbundlingTTIは、同じデータブロックまたはK個のデータ
ブロックのK個のRVを搬送するために使用され、対象周波数は、K個のbundlingTTI内の対
象TTI内でUEに割り当てられた周波数の一部またはすべてであり、Kは1より大きい整数で
ある。
【００４２】
　場合によっては、プロセッサは、対象TTIの解放部分をパンクチャするようにさらに構
成され、
　トランシーバは、新しいレートマッチングパラメータを使用して対象TTIの非解放部分
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で、対象TTI内で搬送されるRVもしくはデータブロックを送受信するようにさらに構成さ
れるか、または
　トランシーバは、新しいTBSを使用して非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブ
ロックを送受信するようにさらに構成される。
【００４３】
　場合によっては、トランシーバは、対象TTIの後の次に利用可能なTTI内で、対象TTI内
で搬送されるRVまたはデータブロックを送受信するようにさらに構成される。
【００４４】
　場合によっては、トランシーバは、K個のbundlingTTIの後の次に利用可能なTTI内で、K
個のRVのうちの最後のRVまたはK個のデータブロックのうちの最後のデータブロックを送
受信するようにさらに構成される。
【００４５】
　場合によっては、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
SPSリソースを含み、対象周波数は、SPSリソースの中の対象TTI内でUEに割り当てられた
周波数の一部またはすべてである。
【００４６】
　場合によっては、プロセッサは、対象TTIの解放部分をパンクチャするようにさらに構
成され、
　トランシーバは、新しいレートマッチングパラメータを使用して対象TTIの非解放部分
で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信するようにさらに構成されるか、ま
たは
　トランシーバは、新しいTBSを使用して非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブ
ロックを送受信するようにさらに構成される。
【００４７】
　場合によっては、プロセッサは、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周
波数リソースが第1の時間周波数リソースと重複するかどうかを判定するようにさらに構
成され、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソース内の少なくと
も1つの時間周波数サブリソースが第1の時間周波数リソースと重複する場合、UEは、第1
の時間周波数リソースと重複する少なくとも1つの時間周波数サブリソースを解放しない
が、少なくとも1つの時間周波数サブリソース以外の、対象時間期間および対象周波数か
ら構成される時間周波数リソース内の残りの時間周波数サブリソースを解放し、または対
象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースが第1の時間周波数リソ
ースと重複しない場合、UEは、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数
リソース内のすべての時間周波数サブリソースを解放し、第1の時間周波数リソースの時
間周波数位置は、UEが位置するサービングセル内のすべてのUEによって一般に知られてい
る。たとえば、第1の時間周波数リソースは、共通信号を送信するために使用される時間
周波数リソースである。たとえば、第1の時間周波数リソースは、セル固有基準信号（Cel
l－specific Reference Signal、CRS）、同期信号（Synchronization Signal）、または
ディスカバリ信号（Discovery signal）などの共通信号を送信するための時間周波数リソ
ースであってもよい。あるいは、第1の時間周波数リソースは、物理ブロードキャストチ
ャネル（Physical Broadcast Channel、PBCH）などの共通チャネルであってもよい。第1
の時間周波数リソースは、アップリンク送信用の共通リソース、たとえば、物理ランダム
アクセスチャネル（Physical Random Access Channel、PRACH）の時間周波数リソースで
あってもよい。第1の時間周波数リソースは、代替として、UEの復調基準信号（Demodulat
ion RS、DMRS）およびサウンディング基準信号（Sounding RS、SRS）を送信するための時
間周波数リソースであってもよい。
【００４８】
　場合によっては、基地局が解放できる第1の時間周波数リソースは事前設定され、プロ
セッサは、割当てリソースが第1の時間周波数リソースと重複する（時間領域および／ま
たは周波数領域内の部分重複または完全重複を含む）かどうかに基づいて、リソースを解
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放するためのシグナリングを受信するべきかどうかを判定するようにさらに構成され、
　トランシーバは、具体的に、割当てリソースが第1の時間周波数リソースと重複する場
合、リソースを解放するためのシグナリングを受信し、または割当てリソースが第1の時
間周波数リソースと重複しない場合、リソースを解放するためのシグナリングを受信する
ことをスキップするように構成される。すなわち、基地局がUEに割り当てられたリソース
を解放できないとき、トランシーバは、基地局によって送信された、リソースを解放する
ためのシグナリングを受信しなくてもよい。したがって、UEの電力消費を削減することが
できる。
【００４９】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点に対して複数の選
択肢が存在する。送信時点は、リソースを解放するためのシグナリングによって示された
リソース位置の情報に対応する時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置してもよ
く、割当てリソースが位置する時間期間内に位置してもよく、割当てリソースが位置する
時間期間の後の指定された時間期間内に位置してもよい。
【００５０】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点が、具体的に時間
周波数リソースが位置する時間期間内に位置する場合、リソースを解放するためのシグナ
リングをトランシーバが受信する時点は、基地局によって送信された、リソースをスケジ
ュールするための第1のシグナリングをトランシーバが受信する時点の後に位置し、リソ
ースを解放するためのシグナリングが受信される時点とリソースをスケジュールするため
の第1のシグナリングが受信される時点との間に第1の時間間隔が存在し、リソースをスケ
ジュールするための第1のシグナリングは、ネットワーク側によってUEに割り当てられた
リソースを示す。
【００５１】
　場合によっては、リソースをスケジュールするための第1のシグナリングは、第1の時間
間隔内で時間周波数リソースを解放するために使用されるリソース位置の情報をさらに示
す。すなわち、リソースをスケジュールするための第1のシグナリングは、UEに割り当て
られたリソースと、解放された時間周波数リソースのリソース位置の情報の両方を示すこ
とができる。したがって、リソースを解放するためのシグナリングをUEが受信する回数を
削減することができ、UEの電力消費を削減することができる。
【００５２】
　場合によっては、トランシーバは、基地局によって送信された、リソースをスケジュー
ルするための第2のシグナリングを受信するようにさらに構成され、リソースをスケジュ
ールするための第2のシグナリングは、データ再送中にUEセットによって使用される時間
周波数リソースを示し、UEセットは少なくともそのUEを含み、
　プロセッサは、リソースをスケジュールするための第2のシグナリング、時間周波数リ
ソース、および割当てリソースに基づいて、データ再送中にUEセットによって使用される
第2の時間周波数リソースを特定するようにさらに構成される。
【００５３】
　トランシーバは、第2の時間周波数リソース上で搬送され、基地局によって再送される
データ内にあるデータを受信するようにさらに構成される。すなわち、UEは、基地局によ
って再送されたデータからそれぞれの再送データを取得することができる。
【００５４】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングをトランシーバが受信する時
点およびリソースをスケジュールするための第2のシグナリングをトランシーバが受信す
る時点は、同じ時間期間内にあるか、または
　リソースをスケジュールするための第2のシグナリングをトランシーバが受信する時点
は、リソースを解放するためのシグナリングをトランシーバが受信する時点の後の指定さ
れた時間期間内に位置する。
【００５５】
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　場合によっては、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用
される時間周波数リソースの少なくとも一部である。UEセットがそのUE（すなわち、1つ
のUE）のみを含み、基地局がそのUE向けにのみデータ再送を実行する場合、第2の時間周
波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースのすべ
てであってもよく、またはUEセットがそのUEを含む複数のUEを含み、基地局が複数のUE向
けのデータ再送を同時に実行する場合、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUE
セットによって使用される時間周波数リソースの一部であってもよい。
【００５６】
　場合によっては、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソース上で
搬送されるデータは、リソースを解放するためのシグナリングによって示されたリソース
位置の情報に対応する時間周波数リソース上でUEに送信されるようにあらかじめ決められ
たデータを含む。
【００５７】
　本発明の実施形態の第6の態様は、
　事前設定された時間長を取得するように構成されたプロセッサと、
　基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信するように
構成されたトランシーバであって、リソースを解放するためのシグナリングが、リソース
解放を実行するようにUEに指示するために使用される、トランシーバと
　を含む、UEを提供し、
　プロセッサは、事前設定された時間長に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに
割り当てられた割当てリソースの中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定し、対
象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定するようにさらに構
成され、
　プロセッサは、対象時間期間および対象周波数を解放するようにさらに構成される。UE
は、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することができる
。したがって、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減することが
でき、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【００５８】
　場合によっては、プロセッサは、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周
波数リソースが第1の時間周波数リソースと重複するかどうかを判定するようにさらに構
成され、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソース内の少なくと
も1つの時間周波数サブリソースが第1の時間周波数リソースと重複する場合、UEは、第1
の時間周波数リソースと重複する少なくとも1つの時間周波数サブリソースを解放しない
が、少なくとも1つの時間周波数サブリソース以外の、対象時間期間および対象周波数か
ら構成される時間周波数リソース内の残りの時間周波数サブリソースを解放し、または対
象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースが第1の時間周波数リソ
ースと重複しない場合、UEは、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数
リソース内のすべての時間周波数サブリソースを解放し、第1の時間周波数リソースの時
間周波数位置は、UEが位置するサービングセル内のすべてのUEによって一般に知られてい
る。たとえば、第1の時間周波数リソースは、共通信号を送信するために使用される時間
周波数リソースであってもよい。たとえば、第1の時間周波数リソースは、セル固有基準
信号（Cell－specific Reference Signal、CRS）、同期信号（Synchronization Signal）
、またはディスカバリ信号（Discovery signal）などの共通信号を送信するための時間周
波数リソースであってもよい。あるいは、第1の時間周波数リソースは、物理ブロードキ
ャストチャネル（Physical Broadcast Channel、PBCH）などの共通チャネルであってもよ
い。第1の時間周波数リソースは、アップリンク送信用の共通リソース、たとえば、物理
ランダムアクセスチャネル（Physical Random Access Channel、PRACH）の時間周波数リ
ソースであってもよい。第1の時間周波数リソースは、代替として、UEの復調基準信号（D
emodulation RS、DMRS）、サウンディング基準信号（Sounding RS、SRS）などを送信する
ための時間周波数リソースであってもよい。
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【００５９】
　本発明の実施形態の第7の態様は、
　リソース位置の情報を示すリソースを解放するためのシグナリングを少なくとも1つのU
Eに送信するように構成された送信機であって、リソースを解放するためのシグナリング
が、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によって少なくとも1つのUEにすで
に割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソー
スを特定し、時間周波数リソースを解放するように少なくとも1つのUEに指示するために
使用される、送信機
　を含む、基地局を提供する。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちの
いくつかを解放することができる。したがって、リソース占有重複によって引き起こされ
る干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【００６０】
　場合によっては、リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位
置の情報、キャリアインジケータ、ビームインジケータ、およびコードリソースインジケ
ータのうちの少なくとも1つを含む。
【００６１】
　場合によっては、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点に対して複数の選
択肢が存在する。送信時点は、リソースを解放するためのシグナリングによって示された
リソース位置の情報に対応する時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置してもよ
く、割当てリソースが位置する時間期間内に位置してもよく、割当てリソースが位置する
時間期間の後の指定された時間期間内に位置してもよい。
【００６２】
　場合によっては、送信機は、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングを
少なくとも1つのUEに送信するようにさらに構成され、リソースをスケジュールするため
の第2のシグナリングは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソー
スを示し、UEセットは少なくとも1つのUEを含み、その結果、少なくとも1つのUEは、リソ
ースをスケジュールするための第2のシグナリング、時間周波数リソース、および割当て
リソースに基づいて、第2の時間周波数リソースを特定し、
　送信機は、UEセットにデータを再送するようにさらに構成され、少なくとも1つのUEは
、第2の時間周波数リソース上で搬送され、送信機によって再送されたデータ内にあるデ
ータを受信し、すなわち、基地局は各UEにデータを再送することができる。
【００６３】
　場合によっては、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用
される時間周波数リソースの少なくとも一部である。UEセットがただ1つのUEを含み、基
地局が1つのUE向けにのみデータ再送を実行する場合、第2の時間周波数リソースは、デー
タ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースのすべてであってもよく、ま
たはUEセットが複数のUEを含み、基地局が複数のUE向けのデータ再送を同時に実行する場
合、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波
数リソースの一部であってもよい。
【００６４】
　場合によっては、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソース上で
搬送されるデータは、リソースを解放するためのシグナリングによって示されたリソース
位置の情報に対応する時間周波数リソース上で少なくとも1つのUEに送信されるようにあ
らかじめ決められたデータを含む。
【００６５】
　本発明の実施形態の第8の態様は、
　少なくとも1つのUEにRRCシグナリングを送信するように構成された送信機であって、RR
Cシグナリングが事前設定された時間長を搬送する、送信機
　を含む、基地局を提供し、
　送信機は、少なくとも1つのUEにリソースを解放するためのシグナリングを送信するよ
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うにさらに構成され、リソースを解放するためのシグナリングは、事前設定された時間長
に基づいて、ネットワーク側によって少なくとも1つのUEにすでに割り当てられた割当て
リソースの中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定し、対象時間期間内に少なく
とも1つのUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定し、対象時間期間および
対象周波数を解放するように、少なくとも1つのUEに指示するために使用される。UEは、
基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することができる。し
たがって、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減することができ
、データ送信の信頼性を向上させることができる。リソースを解放するためのシグナリン
グも簡略化され、ネットワークシグナリングの負荷を低減することができる。
【００６６】
　本発明の実施形態では、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するための
シグナリングを受信することであって、リソースを解放するためのシグナリングがリソー
ス位置の情報を示す、受信することと、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側
によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する
時間周波数リソースを特定し、次いで、時間周波数リソースを解放することとを行う。UE
は、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することができる
。したがって、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減することが
でき、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【００６７】
　本発明における技術的解決策をより明確に説明するために、以下で、実施形態を説明す
るために必要とされる添付図面を簡単に説明する。明らかに、以下の説明における添付図
面は本発明のいくつかの実施形態を示すにすぎず、当業者は、創造的な努力なしに、これ
らの添付図面から他の図面をさらに導出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第1の実施形態の概略フローチ
ャートである。
【図２】本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第2の実施形態の概略フローチ
ャートである。
【図３】本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第3の実施形態の概略フローチ
ャートである。
【図４】本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第4の実施形態の概略フローチ
ャートである。
【図５】本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第5の実施形態の概略フローチ
ャートである。
【図６】本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第6の実施形態の概略フローチ
ャートである。
【図７】本発明の一実施形態による、UEの概略構造図である。
【図８】本発明の一実施形態による、基地局の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００６９】
　図1を参照すると、図1は、本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第1の実施
形態の概略フローチャートである。この実施形態に記載されるリソース管理方法は、主に
UEの側から記載され、以下のステップを含む。
【００７０】
　S101．UEが、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受
信し、リソースを解放するためのシグナリングはリソース位置の情報を示す。
【００７１】
　具体的には、リソースを解放するようにUEに指示するために使用されるリソースを解放
するためのシグナリングが本発明のこの実施形態に導入され、リソースを解放するための
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シグナリングは、データ送信をスケジュールするために使用される（DCIなどの）スケジ
ューリングシグナリングに比べて簡略化され、リソース位置の情報を含むだけでよい。基
地局は、具体的に、複数のUE間のリソース占有が重複すると判定された場合、リソースを
解放するためのシグナリングを1つまたは複数のUEに送信することができる。たとえば、
第1のUEは、ネットワーク側によって割り当てられたリソースを使用してデータ送信を実
行し、第2のUEは、散発的であること、高いサービス優先度、高い遅延要件などの少なく
とも1つを満たすサービスのデータを送信する必要がある。この場合、ネットワーク側に
よって第2のUEに割り当てられたリソースは、第1のUEによって現在占有されているリソー
スと重複する可能性があり、したがって、基地局はリソースを解放するためのシグナリン
グを第1のUEに送信することができる。
【００７２】
　リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報、周波数領域内の位置の情報、キャリ
アインジケータ、ビームインジケータ、およびコードリソースインジケータのうちの少な
くとも1つを含んでもよい。時間領域内の位置の情報はリソースの時間領域サイズを示し
、周波数領域内の位置の情報はリソースの周波数領域サイズを示す。リソースを解放する
ためのシグナリングの有効時間は、スケジューリングシグナリングの有効時間と同じであ
ってもよく、制御とデータ送信との間の既存の時間シーケンス関係は、変更されないまま
であってもよい。
【００７３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、ネットワーク側は、リソースを基地局が解放でき
るリソースと基地局が解放できないリソースに分割することができ、基地局が解放できる
リソースは、事前設定された第1の時間周波数リソースとして表記される。UEにリソース
を割り当てる前に、ネットワーク側は、ブロードキャストシグナリング、RRCシグナリン
グなどを使用して、UEに割り当てられるべきリソースが、基地局が解放できるリソースか
、基地局が解放できないリソースかをUEに通知することができる。ステップS101を実行す
る前に、UEは、最初に、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソー
スと第1の時間周波数リソースとの間の重複状況を取得し、次いで重複状況に基づいて、
基地局から送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信するべきかどうか
を判定する。これは、具体的には、割当てリソースが第1の時間周波数リソースと重複す
る場合、本明細書における重複は時間領域および／もしくは周波数領域内の部分重複また
は完全重複を含むが、UEはステップS101を実行する、すなわち、基地局によって送信され
た、リソースを解放するためのシグナリングを受信することができること、または割当て
リソースが第1の時間周波数リソースと重複しない場合、UEはステップS101を実行しない
、すなわち、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受信
することも、後続のステップS102およびS103を実行することも行わなくてもよいことを含
む。すなわち、基地局がUEに割り当てられたリソースを解放できない場合、UEはリソース
を解放するためのシグナリングを受信せず、UEはリソースを解放するためのシグナリング
に従うことができなくてもよく、それにより、UEの電力消費が削減される。
【００７４】
　S102．リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報および周波数領域内の位置の情
報を含み、UEが、時間領域内の位置の情報および周波数領域内の位置の情報に基づいて、
ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の時間領域内の位
置の情報に対応する対象時間期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数
を特定する。
【００７５】
　S103．UEが、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放
する。
【００７６】
　具体的には、リソース位置の情報は、時間領域内の位置の情報および周波数領域内の位
置の情報を含んでもよく、すなわち、基地局は、別のUEによって必要とされるリソースの
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数に基づいて、UEが解放する必要があるリソースの時間領域サイズおよび周波数領域サイ
ズを示すことができ、UEは、割当てリソースの中で、時間領域内の位置の情報および周波
数領域内の位置の情報に対応する時間周波数リソース（すなわち、解放される必要がある
リソース）を特定し、UEは必要に応じてリソースを解放する。したがって、リソースの利
用率が向上する可能性がある。
【００７７】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は時間領域内の位置の情報の
みを含んでもよく、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは
時間および周波数を含み、UEは、時間領域内の位置の情報に基づいて、割当てリソースの
中の時間領域内の位置の情報に対応する対象時間期間を特定し、対象時間期間内にUEに割
り当てられた各周波数を対象周波数として特定し、対象時間期間および対象周波数から構
成される時間周波数リソースを解放する。
【００７８】
　具体的には、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングは、
解放される必要があるリソースの時間領域サイズのみを示す。この場合、UEは、時間領域
内の位置の情報に対応する時間領域リソースを解放し、時間領域リソース上でUEに割り当
てられたすべての周波数領域リソースを解放することができ、リソースを解放するための
シグナリングのさらなる簡略化により、ネットワークのシグナリング負荷が効果的に低減
される。
【００７９】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース解放粒度単位は、毎回解放される2つのO
FDMシンボルであり、割当てリソースは、1、2、3、4、5、6、7、8、9、および10の番号が
付けられた10個のOFDMシンボルであると仮定する。リソースを解放するためのシグナリン
グの送信時点に対して、以下を含む複数の選択肢が存在してもよい。リソースを解放する
ためのシグナリングの送信時点は、リソースを解放するためのシグナリングによって示さ
れたリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置し、
時間周波数リソースが3および4の番号が付けられたOFDMシンボルなどの1つのリソース解
放粒度単位である場合、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、3および4
の番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間内に位置し、または時間周波数リソ
ースが複数のリソース解放粒度単位である、たとえば、具体的に2つのリソース解放粒度
単位（3および4の番号が付けられたOFDMシンボルならびに7および8の番号が付けられたOF
DMシンボル）である場合、リソースを解放するためのシグナリングは2回送信される必要
があり、送信時点は、それぞれ、3および4の番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時
間期間、ならびに7および8の番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間である。
すなわち、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを
複数回受信する必要があり、割当てリソースのうちのどのリソースが時間周波数リソース
であるかを迅速に判定することができる。
【００８０】
　あるいは、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位
置する時間期間内に位置し、リソースを解放するためのシグナリングが2つのOFDMシンボ
ルを占有する場合、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、9および10の
番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間内に位置してもよい。すなわち、UEは
、割当てリソースが位置する時間期間の終了時に、リソースを解放するためのシグナリン
グを一度だけ受信し、この場合、時間周波数リソースは、1つまたは複数のリソース解放
粒度単位であってもよい。たとえば、時間周波数リソースが具体的に2つのリソース解放
粒度単位（3および4の番号が付けられたOFDMシンボルならびに7および8の番号が付けられ
たOFDMシンボル）である場合、UEは、割当てリソースが位置する時間期間の終了時にリソ
ースを解放するためのシグナリングを受信したときのみ、3および4の番号が付けられたOF
DMシンボルならびに7および8の番号が付けられたOFDMシンボルとして、時間周波数リソー
スを特定することができる。
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【００８１】
　あるいは、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位
置する時間期間の後に位置し、たとえば、具体的に割当てリソースの中の最後のOFDMシン
ボルの後の2つの隣接するOFDMシンボル内にあってもよく、具体的に割当てリソースの中
の最後のOFDMシンボルから時間間隔を開けた2つのOFDMシンボル内にあってもよい。この
場合、UEはまた、割当てリソースが位置する時間期間の後のリソースを解放するためのシ
グナリングを受信したときのみ、時間周波数リソースを特定することができ、現在の10個
のOFDMシンボル1～10の場合、UEは一度だけリソースを解放するためのシグナリングを受
信する必要がある。
【００８２】
　本発明のこの実施形態では、リソース解放粒度単位が毎回解放される2つのOFDMシンボ
ルである例が使用され、割当てリソースが10個のOFDMシンボルである例が使用されること
に留意されたい。実際の適用シナリオ要件に応じて、リソース解放粒度単位は、代替とし
て、毎回解放される（1または3などの）別の数のOFDMシンボルであってもよく、割当てリ
ソースは、代替として、（5または20などの）別の数のOFDMシンボルであってもよい。確
かに、リソース解放粒度単位および割当てリソースはさらに、TTIまたはタイムスロット
形式で示されてもよい。
【００８３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングの送信時
点が、時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置する場合、リソースを解放するた
めのシグナリングをUEが受信する時点は、基地局によって送信された、リソースをスケジ
ュールするための第1のシグナリングをUEが受信する時点の後に位置してもよく、リソー
スをスケジュールするための第1のシグナリングは、UEにリソースを割り当てるために使
用され、ネットワーク側によってUEに割り当てられたリソースを示す。
【００８４】
　さらに、リソースを解放するためのシグナリングが受信される時点と、リソースをスケ
ジュールするための第1のシグナリングが受信される時点との間の時間間隔が第1の時間間
隔として表記された場合、リソースをスケジュールするための第1のシグナリングは、第1
の時間間隔内で時間周波数リソースを解放するために使用され、すなわち、リソースをス
ケジュールするための第1のシグナリングは、割当てリソースと第1の時間間隔内で解放さ
れた時間周波数リソースの両方を示す。たとえば、現在の10個のOFDMシンボル1～10の場
合、全体で解放される時間周波数リソースは、2つのリソース解放粒度単位（1および2の
番号が付けられたOFDMシンボルならびに5および6の番号が付けられたOFDMシンボル）であ
る。この場合、第1の時間間隔は1～4の番号が付けられた4つのOFDMシンボルであり、現在
の10個のOFDMシンボル1～10がUEに割り当てられていることを示しながら、リソースをス
ケジュールするための第1のシグナリングは、第1の時間間隔内で解放された時間周波数リ
ソースが、1および2の番号が付けられたOFDMシンボルであることをさらに示す。第1の時
間間隔の後、UEは、5および6の番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間内に送
信時点が位置するリソースを解放するためのシグナリングを一度受信し、リソースをスケ
ジュールするための第1のシグナリングおよびリソースを解放するためのシグナリングに
基づいて、全体で解放される時間周波数リソースを特定することができ、リソースをスケ
ジュールするための第1のシグナリングは、第1の時間間隔内の時間周波数リソースのリソ
ース位置の情報を示すために使用され、UEは、リソースを解放するためのシグナリングを
受信する回数を削減することができる。
【００８５】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は周波数領域内の位置の情報
のみを含んでもよく、UEは、事前設定された時間長および周波数領域内の位置の情報に基
づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の事前設
定された時間長の対象時間期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を
特定し、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放する。
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【００８６】
　具体的には、UEがデータ送信を実行するとき、基地局がリソースを解放するためのシグ
ナリングをUEに送信する前に、基地局は、UEに（RRCシグナリングなどの）上位レイヤシ
グナリングをUEに送信し、上位レイヤシグナリングを使用してUEに事前設定された時間長
を通知することができるか、または事前設定された時間長は、UEと基地局との間の通信プ
ロトコル内に設定されてもよく、UEは、通信プロトコルに従って事前設定された時間長を
直接取得することができ、基地局から事前設定された時間長を取得する必要はない。
【００８７】
　基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングは、解放される必
要があるリソースの周波数領域サイズのみを示し、時間領域サイズを決定するための事前
設定された時間長は、あらかじめ基地局によってUEに通知されるか、またはUEと基地局と
の間の通信プロトコルから直接UEによって取得されることが分かる。リソースを解放する
ためのシグナリングのさらなる簡略化により、ネットワークシグナリングの負荷を効果的
に低減することができる。
【００８８】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングは、リソ
ース位置の情報を含まない場合があり、すなわち、解放される必要があるリソースの時間
領域サイズおよび周波数領域サイズを示さない場合があり、リソースを解放するためのシ
グナリングはさらに簡略化され、たとえば、1ビット（bit）を含むだけでもよい。ビット
が1に設定されると、それは、UEがリソース解放を実行する必要があることを示す。
【００８９】
　具体的には、UEがデータ送信を実行するとき、基地局がリソースを解放するためのシグ
ナリングをUEに送信する前に、基地局は、（RRCシグナリングなどの）上位レイヤシグナ
リングをUEに送信し、上位レイヤシグナリングを使用して、解放される必要があるリソー
スの時間領域サイズを決定するために使用される事前設定された時間長をUEに通知するこ
とができるか、または事前設定された時間長は、UEと基地局との間の通信プロトコル内に
設定されてもよく、時間領域の時間領域リソース上でUEに割り当てられたすべての周波数
領域リソースが解放される。
【００９０】
　いくつかの実現可能な実装形態では、時間領域内の位置の情報および事前設定された時
間長は、具体的に、OFDMシンボルの数、TTIの数、およびTTIの長さのうちの少なくとも1
つを含んでもよい。すなわち、基地局は、OFDMシンボルの数、TTIの数、およびTTIの長さ
などのパラメータを使用して、UEが解放する必要があるリソースの時間領域サイズを具体
的に示すことができる。周波数領域内の位置の情報は、具体的にサブキャリアの数を含ん
でもよく、UEが解放する必要があるリソースの周波数領域サイズを示すために使用される
。
【００９１】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は、キャリアインジケータを
さらに含んでもよく、UEが複数のキャリアを同時に使用してUEと基地局との間でデータ送
信を実行する場合、UEは、キャリアインジケータによって示されたキャリア上のみの時間
周波数リソースを解放する。
【００９２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は、ビームインジケータをさ
らに含んでもよく、UEが複数のビームを同時に使用してUEと基地局との間でデータ送信を
実行する場合、UEは、ビームインジケータによって示されたビーム上のみの時間周波数リ
ソースを解放する。
【００９３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は、コードリソースインジケ
ータをさらに含んでもよく、UEが複数のコードチャネルを同時に使用してUEと基地局との
間でデータ送信を実行する場合、UEは、コードリソースインジケータによって示されたコ
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ードチャネル上のみの時間周波数リソースを解放する。
【００９４】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は、キャリアインジケータ、
ビームインジケータ、およびコードリソースインジケータのうちの少なくとも2つのパラ
メータをさらに含んでもよく、したがって、UEは、少なくとも2つのパラメータによって
一緒に特定されたリソース上のみの時間周波数リソースを解放する。
【００９５】
　いくつかの実現可能な実装形態では、UEが時間周波数リソースを解放した後、時間周波
数リソース上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータは、UEに送信されない
。この場合、基地局はデータを再送することができ、再送は、UEにデータを再送すること
、または複数のUEにデータを同時に再送することを含む。
【００９６】
　具体的な実装中、UEは、基地局によって送信された、リソースをスケジュールするため
の第2のシグナリングを受信し、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングは
、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースを示し、すなわち、時
間周波数リソースは、基地局がUEセットに含まれるUEに対してデータ再送を実行するとき
に使用されるリソースであり、UEセットは少なくともそのUEを含む。UEは、データ再送中
にUEセットによって使用される時間周波数リソースを特定し、データ再送中にUEセットに
よって使用される時間周波数リソース、時間周波数リソース、および割当てリソースに基
づいて、データ再送中にUEセットによって使用される第2の時間周波数リソースを特定し
、次いで、第2の時間周波数リソース上で搬送され、基地局によって再送されたデータ内
にあるデータを受信し、その結果、UEセットに含まれるUEは、基地局によって再送された
データから、それぞれの再送データを取得することができる。
【００９７】
　データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソース上で搬送されるデータ
は、時間周波数リソース上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータを含む。
【００９８】
　いくつかの実現可能な実装形態では、時間周波数リソース上でUEに送信されるようにあ
らかじめ決められたデータの場合、基地局は、一度にすべてのデータをUEに再送してもよ
く、バッチで複数回にわたってUEにデータを再送してもよい。リソース解放粒度単位が毎
回解放される2つのOFDMシンボルである場合、割当てリソースは、1、2、3、4、5、6、7、
8、9、および10の番号が付けられた10個のOFDMシンボルであり、UEによって解放される時
間周波数リソースは、3、4、7、および8の番号が付けられた4つのOFDMシンボルであり、4
つのOFDMシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータを再送するとき
、基地局は、4つのOFDMシンボルを使用してデータ再送を直ちに実行することができる。
確かに、4つのOFDMシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータに対
して圧縮処理が実行された後、基地局は、4つ未満のOFDMシンボルを使用して一度にデー
タを再送することができる。あるいは、データは、2つのOFDMシンボルまたは2つ未満OFDM
シンボルをそれぞれ使用することにより、連続的にバッチで複数回にわたって再送されて
もよい。たとえば、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上でUEに送信される
ようにあらかじめ決められたデータは、2つのOFDMシンボルまたは2つ未満のOFDMシンボル
を使用することによって最初に再送され、次いで、7および8の番号が付けられた2つのOFD
Mシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータは、2つのOFDMシンボル
または2つ未満のOFDMシンボルを使用することによって再送され、その結果、UEは、4つの
OFDMシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められ、基地局によって再送された
データを取得する。
【００９９】
　別の例を挙げると、UEセットは、2つのUE：UE1およびUE2を含む。UE1がUEであり、UE1
は、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースを解放し
、UE2は、5および6の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースを解
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放すると仮定する。この場合、基地局は、2つのUE：UE1およびUE2にデータを再送する必
要があり、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースが、4つのOFD
Mシンボル上の5MHzの帯域リソースである場合、UE1およびUE2は、それぞれのリソース解
放時点に基づいて、対応する第2の時間周波数リソースをそれぞれ取得することができる
。UE1の第2の時間周波数リソースは、4つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースの最
初の2つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースであってもよく、UE2の第2の時間周波
数リソースは、4つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースの最後の2つのOFDMシンボル
上の5MHzの帯域幅リソースであってもよく、その結果、UE1は、最初の2つのOFDMシンボル
上の5MHzの帯域幅リソース上で搬送されるデータを受信し、UE2は、最後の2つのOFDMシン
ボル上の5MHzの帯域幅リソース上で搬送されるデータを受信する。確かに、再送データに
対して圧縮処理が実行された後、基地局は、OFDMシンボル数および／または帯域幅が削減
された後に取得される時間周波数リソースを使用してデータを再送することができる。こ
の場合、UE1およびUE2に対応するそれぞれの第2の時間周波数リソースも、等しい割合で
削減される。
【０１００】
　別の例を挙げると、UE1は、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5MHzの
帯域幅リソースを解放し、UE2も、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5M
Hzの帯域幅リソースを解放し、UE1によって解放された5MHzの帯域幅リソースおよびUE2に
よって解放された5MHzの帯域幅リソースは、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシン
ボル上の異なる周波数帯域位置をそれぞれ占有する。UE1によって解放された5MHzの帯域
幅リソースは、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の第1の周波数帯域位置
に対応し、UE2によって解放された5MHzの帯域幅リソースは、3および4の番号が付けられ
た2つのOFDMシンボル上の第2の周波数帯域位置に対応すると仮定する。この場合、基地局
は、2つのUE、UE1およびUE2にデータを再送する必要があり、データ再送中にUEセットに
よって使用される時間周波数リソースが、2つのOFDMシンボル上の10MHzの帯域リソースで
ある場合、UE1およびUE2は、それぞれの対応する周波数帯域位置に基づいて、対応する第
2の時間周波数リソースをそれぞれ取得することができる。UE1の第2の時間周波数リソー
スは、2つのOFDMシンボル上の第1の周波数帯域位置に対応する5MHzの帯域幅リソースであ
ってもよく、UE2の第2の時間周波数リソースは、2つのOFDMシンボル上の第2の周波数帯域
位置に対応する5MHzの帯域幅リソースであってもよく、その結果、UE1は、2つのOFDMシン
ボル上の第1の周波数帯域位置に対応する5MHzの帯域幅リソースによって搬送されるデー
タを受信し、UE2は、2つのOFDMシンボル上の第2の周波数帯域位置に対応する5MHzの帯域
幅リソースによって搬送されるデータを受信する。確かに、再送データに対して圧縮処理
が実行された後、基地局は、OFDMシンボル数および／または帯域幅が削減された後に取得
される時間周波数リソースを使用してデータを再送することができる。この場合、UE1お
よびUE2に対応するそれぞれの第2の時間周波数リソースも、等しい割合で削減される。
【０１０１】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングをUEが受
信する時点およびリソースをスケジュールするための第2のシグナリングをUEが受信する
時点は、いくつかの同じOFDMシンボル上などの同じ時間期間内にあってもよく、またはリ
ソースをスケジュールするための第2のシグナリングをUEが受信する時点は、リソースを
解放するためのシグナリングをUEが受信する時点の後の指定された時間期間内に位置して
もよい。たとえば、指定された時間期間は、具体的に、リソースを解放するためのシグナ
リングが受信される時点に対応するOFDMシンボルの後のいくつかの隣接するOFDMシンボル
であってもよく、具体的に、リソースを解放するためのシグナリングが受信される時点に
対応するOFDMシンボルから時間間隔を開けたいくつかのOFDMシンボルであってもよい。
【０１０２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUE
セットによって使用される時間周波数リソースの少なくとも一部である。UEセットがその
UE（すなわち、1つのUE）のみを含み、基地局がそのUE向けにのみデータ再送を実行する
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場合、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周
波数リソースのすべてであってもよく、またはUEセットがそのUEを含む複数のUEを含み、
基地局が複数のUE向けのデータ再送を同時に実行する場合、第2の時間周波数リソースは
、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースの一部であってもよい
。
【０１０３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、データ再送中にUEセットによって使用される時間
周波数リソース上で搬送されるデータは、リソースを解放するためのシグナリングによっ
て示されたリソース位置の情報に対応する時間周波数リソース上でUEに送信されるように
あらかじめ決められたデータを含む。
【０１０４】
　本発明のこの実施形態では、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するた
めのシグナリングを受信することであって、リソースを解放するためのシグナリングがリ
ソース位置の情報を示す、受信することと、リソース位置の情報に基づいて、ネットワー
ク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応
する時間周波数リソースを特定し、次いで、時間周波数リソースを解放することとを行う
。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することがで
きる。したがって、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減するこ
とができ、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【０１０５】
　図2を参照すると、図2は、本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第2の実施
形態の概略フローチャートである。この実施形態に記載されるリソース管理方法は、主に
UEの側から記載され、以下のステップを含む。
【０１０６】
　S201．UEが、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリングを受
信し、リソースを解放するためのシグナリングはリソース位置の情報を示す。
【０１０７】
　S202．ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは第1のTTIを
含み、UEが、第1のTTI内で、リソース位置の情報に含まれる時間領域内の位置の情報に対
応する対象時間期間を特定するか、またはUEが、第1のTTI内で、事前設定された時間長の
対象時間期間を特定する。
【０１０８】
　第1のTTIは、従来のLTEシステムにおいて規定されるロングTTIであってもよい。基地局
は、具体的に、複数のUE間のリソース占有が重複すると判定された場合、リソースを解放
するためのシグナリングを1つまたは複数のUEに送信することができる。たとえば、第1の
UEは、ネットワーク側によって割り当てられた（ロングTTIなどの）リソースを使用して
データ送信を実行し、第2のUEは、ショートTTIを使用して、散発的であること、高いサー
ビス優先度、高い遅延要件などの少なくとも1つを満たすサービスのデータを送信する必
要がある。この場合、ネットワーク側によって第2のUEに割り当てられたショートTTIは、
第1のUEによって現在占有されているロングTTIと重複する可能性があり、したがって、基
地局は、リソース位置の情報を示すリソースを解放するためのシグナリングを第1のUEに
送信してもよい。事前設定された時間長およびリソース位置の情報に含まれる時間領域内
の位置の情報は、OFDMシンボル数またはショートTTIに対応するTTI長を含んでもよい。
【０１０９】
　具体的には、UEは、時間領域内の位置の情報または事前設定された時間長に基づいて、
第1のTTI内で、対応する数のOFDMシンボルまたは対応する長さのTTIを解放する。
【０１１０】
　S203．UEが、対象時間期間内にUEに割り当てられた周波数内で、リソース位置の情報に
含まれる周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を特定するか、またはUEが、対
象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定する。
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【０１１１】
　S204．UEが対象時間期間および対象周波数を解放する。
【０１１２】
　本発明のこの実施形態では、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するた
めのシグナリングを受信し、リソースを解放するためのシグナリングはリソース位置の情
報を示し、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースはロングTT
Iを含む。UEは、ロングTTI内で、リソース位置の情報に含まれる時間領域内の位置の情報
または事前設定された時間長によって示された、対応する数のOFDMシンボルまたは対応す
る長さのTTIを解放し、リソース位置の情報に含まれる周波数領域内の位置の情報に対応
する周波数、またはロングTTI内でUEに割り当てられた各周波数を解放することができる
。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することがで
きる。したがって、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減するこ
とができ、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【０１１３】
　図3を参照すると、図3は、本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第3の実施
形態の概略フローチャートである。この実施形態に記載されるリソース管理方法は、主に
UEの側から記載され、以下のステップを含む。
【０１１４】
　ステップS301～ステップS303については、上記実施形態におけるステップS101～ステッ
プS103を参照されたい。詳細は本明細書では再び記載されない。
【０１１５】
　S304．ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは、K個のbun
dlingTTIを含み、対象周波数は、K個のbundlingTTI内の対象TTI内でUEに割り当てられた
周波数の一部またはすべてであり、UEが、対象TTIの解放部分をパンクチャし、新しいレ
ートマッチングパラメータを使用して対象TTIの非解放部分で、対象TTI内で搬送されるRV
もしくはデータブロックを送受信するか、または新しいトランスポートブロックサイズTB
Sを使用して非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。
【０１１６】
　Kは1より大きい整数であり、TTIbundlingは、1つのUEに対するデータ送信スケジューリ
ングを実行するために複数のTTIを結合することであり、複数のTTIは、1つのスケジュー
リングシグナリングを使用して一度スケジューリングされてもよく、K個のbundlingTTIは
、同じデータブロックまたはK個のデータブロックのK個の冗長バージョン（Redundancy V
ersion、RV）を搬送するために使用され、bundlingを実行するためのTTIは時間的に連続
であっても時間的に不連続であってもよく、対象TTIは1つまたは複数のTTIであってもよ
い。
【０１１７】
　具体的には、bundlingTTIと単一TTIが共存し、UEによって解放される対象時間期間が対
象TTIであり、対象周波数は対象TTI内でUEに割り当てられた周波数の一部またはすべてで
ある。UEは、対象TTIの解放部分をパンクチャする。すなわち、解放部分で、アップリン
クデータの送信電力は0であり、ダウンリンクデータは受信されない。あるいは、UEは、
対象TTIの非解放部分および対象TTI内で搬送されるRVまたはデータブロックに基づいてレ
ートマッチングパラメータをリセットし、新しいレートマッチングパラメータを使用して
非解放部分で、対象TTI内で搬送されるRVまたはデータブロックを送受信する。あるいは
、UEは、非解放部分に基づいて、対象TTI内で搬送されるデータブロックを再区分化し、
新しいトランスポートブロックサイズ（Transport Block Size、TBS）を使用して、対象T
TI内で搬送されるデータブロックを送受信する。
【０１１８】
　対象TTI内でUEに割り当てられた各周波数が解放された場合、UEは、対象TTI上でデータ
を送信することもデータを受信することも行わないことに留意されたい。
【０１１９】
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　S305．UEが、対象TTIの後の次に利用可能なTTI内で、対象TTI内で搬送されるRVまたは
データブロックを送受信する。
【０１２０】
　具体的には、対象TTIが、同じデータブロックの複数のRVのうちの（RV0などの）最も重
要なRVを搬送する場合、UEは、対象TTIの後の次に利用可能なTTI内で、対象TTI内で搬送
されるRVを再び送受信して、最も重要なRVが一度完全に送信されたことを保証することが
できる。したがって、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【０１２１】
　対象TTIがデータブロックを搬送する場合、対象TTI内で搬送されるデータブロックに対
して、UEは、対象TTIの後の次に利用可能なTTI内でデータブロックを送受信することを選
択することができる。
【０１２２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、対象TTI内で搬送されるデータブロックに対して
、UEは、対象TTIの後の次に利用可能なTTI内でデータブロックを送信しないまたは受信し
ないことを選択することができる。
【０１２３】
　S306．UEが、K個のbundlingTTIの後の次に利用可能なTTI内で、K個のRVのうちの最後の
RVまたはK個のデータブロックのうちの最後のデータブロックを送受信する。
【０１２４】
　具体的には、UEは、ネットワーク側によって割り当てられたリソース内のK個のbundlin
gTTIの後の次に利用可能なTTIを別々に使用して、最後のRVまたは最後のデータブロック
を送信することができる。したがって、データ送信の信頼性をさらに向上させることがで
きる。
【０１２５】
　本発明のこの実施形態では、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するた
めのシグナリングを受信することであって、リソースを解放するためのシグナリングがリ
ソース位置の情報を示す、受信することと、リソース位置の情報に基づいて、ネットワー
ク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応
する時間周波数リソースを特定し、次いで、時間周波数リソースを解放することとを行う
。TTIbundlingシナリオでは、UEは、複数のbundlingTTIのうちの対象TTIの解放部分をパ
ンクチャし、新しいレートマッチングパラメータを使用して非解放部分で、対象TTI内で
搬送されるRVもしくはデータブロックを送受信するか、または新しいTBSを使用して非解
放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。重要なRVまたはデータ
ブロックの場合、UEは、複数のbundlingTTIのうちの次に利用可能なTTI内で重要なRVまた
はデータブロックを再び送受信することができ、複数のbundlingの後の次に利用可能なTT
I内で、K個のRVのうちの最後のRVまたはK個のデータブロックのうちの最後のデータブロ
ックをさらに送受信することができる。UEは、基地局の指示に基づいて割当てリソースの
うちのいくつかを解放し、TTIbundlingシナリオで搬送されるRVまたはデータブロックの
その後の送信を調整することができる。したがって、リソース占有重複によって引き起こ
される干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向上させることができ
る。
【０１２６】
　図4を参照すると、図4は、本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第4の実施
形態の概略フローチャートである。この実施形態に記載されるリソース管理方法は、主に
UEの側から記載され、以下のステップを含む。
【０１２７】
　ステップS401～ステップS403については、上記実施形態におけるステップS101～ステッ
プS103を参照されたい。詳細は本明細書では再び記載されない。
【０１２８】
　S404．ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースは、半永続的
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スケジューリングSPSリソースを含み、対象周波数は、SPSリソースの中の対象TTI内でUE
に割り当てられた周波数の一部またはすべてであり、UEが、対象TTIの解放部分をパンク
チャし、新しいレートマッチングパラメータを使用して対象TTIの非解放部分で、対象TTI
内で搬送されるデータブロックを送受信するか、または新しいTBSを使用して非解放部分
で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。
【０１２９】
　半永続的スケジューリング（Semi－Persistent Scheduling、SPS）リソースは、（RRC
シグナリングなどの）上位レイヤシグナリングを使用してUE向けに基地局によって構成さ
れた周期的なリソースであり、UEがSPSリソースを解放することを可能にするために基地
局が非アクティブ化スケジューリングシグナリングを送達するまで、UEはSPSリソース上
で送受信を永続的に実行することができる。
【０１３０】
　具体的には、UEによって解放される対象時間期間は対象TTIであり、対象周波数は、対
象TTI内でUEに割り当てられた周波数の一部またはすべてである。リソースを解放するた
めのシグナリングは、非アクティブ化シグナリングよりも簡略化され、UEは、基地局によ
って送信された、リソースを解放するためのシグナリングに基づいて、SPSリソースの中
の対象TTIの一部またはすべてを解放することができ、対象TTIは、具体的に1つまたは複
数のTTIを含んでもよい。
【０１３１】
　本発明のこの実施形態では、場合によっては、UEは、対象時間期間および対象周波数か
ら構成される時間周波数リソースが第1の時間周波数リソースと重複するかどうかをさら
に判定することができ、対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソー
ス内の少なくとも1つの時間周波数サブリソースが第1の時間周波数リソースと重複する場
合、UEは、第1の時間周波数リソースと重複する少なくとも1つの時間周波数サブリソース
を解放しないが、少なくとも1つの時間周波数サブリソース以外の、対象時間期間および
対象周波数から構成される時間周波数リソース内の残りの時間周波数サブリソースを解放
し、または対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースが第1の時
間周波数リソースと重複しない場合、UEは、対象時間期間および対象周波数から構成され
る時間周波数リソース内のすべての時間周波数サブリソースを解放し、第1の時間周波数
リソースの時間周波数位置は、UEが位置するサービングセル内のすべてのUEによって一般
に知られている。言い換えれば、第1の時間周波数リソースは、高優先度信号を送信する
ための時間周波数リソースであり、本明細書における高優先度信号は、通常、共通信号で
あるか、またはシステム要件に応じて、復調基準信号（Demodulation RS、DMRS）および
サウンディング基準信号（Sounding RS、SRS）などの高い優先度を有するように設定され
たいくつかの信号である。たとえば、第1の時間周波数リソースは、共通信号を送信する
ために使用される時間周波数リソースである。たとえば、第1の時間周波数リソースは、
セル固有基準信号（Cell－specific Reference Signal、CRS）、同期信号（Synchronizat
ion Signal）、またはディスカバリ信号（Discovery signal）などの高優先度共通信号を
送信するための時間周波数リソースであってもよい。あるいは、第1の時間周波数リソー
スは、物理ブロードキャストチャネル（Physical Broadcast Channel、PBCH）などの共通
チャネルであってもよい。第1の時間周波数リソースは、アップリンク送信用の共通リソ
ース、たとえば、物理ランダムアクセスチャネル（Physical Random Access Channel、PR
ACH）の時間周波数リソースであってもよい。あるいは、第1の時間周波数リソースは、UE
のDMRSおよびSRSを送信するための時間周波数リソースであってもよい。
【０１３２】
　さらに、UEは対象TTIの解放部分をパンクチャする。すなわち、解放部分で、アップリ
ンクデータの送信電力は0であり、ダウンリンクデータは受信されない。あるいは、UEは
、対象TTIの非解放部分および対象TTI内で搬送されるデータブロックに基づいてレートマ
ッチングパラメータをリセットし、新しいレートマッチングパラメータを使用して非解放
部分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。あるいは、UEは、非解放
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部分に基づいて、対象TTI内で搬送されるデータブロックを再区分化し、新しいTBSを使用
して、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。
【０１３３】
　対象TTI内でUEに割り当てられた各周波数が解放された場合、UEは、対象TTI上でデータ
を送信することもデータを受信することも行わないことに留意されたい。
【０１３４】
　本発明のこの実施形態では、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するた
めのシグナリングを受信することであって、リソースを解放するためのシグナリングがリ
ソース位置の情報を示す、受信することと、リソース位置の情報に基づいて、ネットワー
ク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応
する時間周波数リソースを特定し、次いで、時間周波数リソースを解放することとを行う
。SPSリソースがUEに割り当てられるシナリオでは、UEは、SPSリソースの中の対象TTIの
解放部分をパンクチャし、新しいレートマッチングパラメータを使用して非解放部分で、
対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信するか、または新しいTBSを使用して非解
放部分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信する。したがって、リソース
占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼
性を向上させることができる。
【０１３５】
　図5を参照すると、図5は、本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第5の実施
形態の概略フローチャートである。この実施形態に記載されるリソース管理方法は、主に
基地局の側から記載され、以下のステップを含む。
【０１３６】
　S501．基地局が、リソース位置の情報を示すリソースを解放するためのシグナリングを
少なくとも1つのUEに送信し、リソースを解放するためのシグナリングは、リソース位置
の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの
中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、時間周波数リソースを
解放するように少なくとも1つのUEに指示するために使用される。
【０１３７】
　具体的には、基地局は、基地局によってカバーされるUEのサービス送信状況をリアルタ
イムに監視することであって、サービス送信状況が、サービスタイプ、サービス優先度、
サービス遅延要件などを含む、監視することと、複数のUE間のリソース占有が重複すると
判断された場合、サービス送信状況に基づいて、1つまたは複数のUEにリソースを解放す
るためのシグナリングを送信することとを行うことができる。たとえば、第1のUEは、ネ
ットワーク側によって割り当てられたリソースを使用してデータ送信を実行し、第2のUE
は、散発的であること、高いサービス優先度、高い遅延要件などの少なくとも1つを満た
すサービスのデータを送信する必要がある。この場合、ネットワーク側によって第2のUE
に割り当てられたリソースは、第1のUEによって現在占有されているリソースと重複する
可能性があり、したがって、基地局はリソースを解放するためのシグナリングを第1のUE
に送信することができる。
【０１３８】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース解放粒度単位は、毎回解放される2つのO
FDMシンボルであり、割当てリソースは、1、2、3、4、5、6、7、8、9、および10の番号が
付けられた10個のOFDMシンボルであると仮定する。リソースを解放するためのシグナリン
グの送信時点に対して、以下を含む複数の選択肢が存在してもよい。リソースを解放する
ためのシグナリングの送信時点は、リソースを解放するためのシグナリングによって示さ
れたリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置し、
時間周波数リソースが3および4の番号が付けられたOFDMシンボルなどの1つのリソース解
放粒度単位である場合、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、3および4
の番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間内に位置し、または時間周波数リソ
ースが複数のリソース解放粒度単位である、たとえば、具体的に2つのリソース解放粒度
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単位（3および4の番号が付けられたOFDMシンボルならびに7および8の番号が付けられたOF
DMシンボル）である場合、基地局は、リソースを解放するためのシグナリングを2回送信
する必要があり、送信時点は、それぞれ、3および4の番号が付けられたOFDMシンボルが位
置する時間期間、ならびに7および8の番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間
である。すなわち、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナ
リングを複数回受信する必要があり、割当てリソースのうちのどのリソースが時間周波数
リソースであるかを迅速に判定することができる。
【０１３９】
　あるいは、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位
置する時間期間内に位置し、リソースを解放するためのシグナリングが2つのOFDMシンボ
ルを占有する場合、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、9および10の
番号が付けられたOFDMシンボルが位置する時間期間内に位置してもよい。すなわち、基地
局は、割当てリソースが位置する時間期間の終了時に、一度だけUEにリソースを解放する
ためのシグナリングを送信し、この場合、時間周波数リソースは、1つまたは複数のリソ
ース解放粒度単位であってもよい。たとえば、時間周波数リソースが具体的に2つのリソ
ース解放粒度単位（3および4の番号が付けられたOFDMシンボルならびに7および8の番号が
付けられたOFDMシンボル）である場合、UEは、割当てリソースが位置する時間期間の終了
時にリソースを解放するためのシグナリングを受信したときのみ、3および4の番号が付け
られたOFDMシンボルならびに7および8の番号が付けられたOFDMシンボルとして、時間周波
数リソースを特定することができる。
【０１４０】
　あるいは、リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位
置する時間期間の後に位置し、たとえば、具体的に割当てリソースの中の最後のOFDMシン
ボルの後の2つの隣接するOFDMシンボル内にあってもよく、具体的に割当てリソースの中
の最後のOFDMシンボルから時間間隔を開けた2つのOFDMシンボル内にあってもよい。この
場合、UEはまた、割当てリソースが位置する時間期間の後のリソースを解放するためのシ
グナリングを受信したときのみ、時間周波数リソースを特定することができ、現在の10個
のOFDMシンボル1～10の場合、UEは一度だけリソースを解放するためのシグナリングを受
信する必要がある。
【０１４１】
　本発明のこの実施形態では、リソース解放粒度単位が毎回解放される2つのOFDMシンボ
ルである例が使用され、割当てリソースが10個のOFDMシンボルである例が使用されること
に留意されたい。実際の適用シナリオ要件に応じて、リソース解放粒度単位は、代替とし
て、毎回解放される（1または3などの）別の数のOFDMシンボルであってもよく、割当てリ
ソースは、代替として、（5または20などの）別の数のOFDMシンボルであってもよい。確
かに、リソース解放粒度単位および割当てリソースはさらに、TTIまたはタイムスロット
形式で示されてもよい。
【０１４２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、UEが時間周波数リソースを解放した後、時間周波
数リソース上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータは、UEに送信されない
。この場合、基地局はデータを再送することができ、再送は、UEにデータを再送すること
、または複数のUEにデータを同時に再送することを含む。
【０１４３】
　具体的な実装中、基地局は、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングを
少なくとも1つのUEに送信し、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングは、
データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースを示し、すなわち、時間
周波数リソースは、基地局がUEセットに含まれるUE向けのデータ再送を実行するときに使
用され、UEセットは少なくとも1つのUEを含み、その結果、少なくとも1つのUEは、リソー
スをスケジュールするための第2のシグナリング、時間周波数リソース、および割当てリ
ソースに基づいて、データ再送中に少なくとも1つのUEによって使用される第2の時間周波
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数リソースを特定する。基地局は、UEセットに含まれるUEにデータを再送し、その結果、
少なくとも1つのUEは、第2の時間周波数リソース上で搬送され、基地局によって再送され
たデータ内にあるデータを受信する、すなわち、基地局は各UEにデータを再送することが
できる。したがって、基地局は、UEセットに含まれるUEの再送データをUEに送信する。
【０１４４】
　データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソース上で搬送されるデータ
は、時間周波数リソース上で少なくとも1つのUEに送信されるようにあらかじめ決められ
たデータを含む。
【０１４５】
　いくつかの実現可能な実装形態では、時間周波数リソース上でUEに送信されるようにあ
らかじめ決められたデータの場合、基地局は、一度にすべてのデータをUEに再送してもよ
く、バッチで複数回にわたってUEにデータを再送してもよい。リソース解放粒度単位が毎
回解放される2つのOFDMシンボルである場合、割当てリソースは、1、2、3、4、5、6、7、
8、9、および10の番号が付けられた10個のOFDMシンボルであり、UEによって解放される時
間周波数リソースは、3、4、7、および8の番号が付けられた4つのOFDMシンボルであり、4
つのOFDMシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータを再送するとき
、基地局は、4つのOFDMシンボルを使用してデータ再送を直ちに実行することができる。
確かに、4つのOFDMシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータに対
して圧縮処理が実行された後、基地局は、4つ未満のOFDMシンボルを使用して一度にデー
タを再送することができる。あるいは、データは、2つのOFDMシンボルまたは2つ未満OFDM
シンボルをそれぞれ使用することにより、連続的にバッチで複数回にわたって再送されて
もよい。たとえば、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上でUEに送信される
ようにあらかじめ決められたデータは、2つのOFDMシンボルまたは2つ未満のOFDMシンボル
を使用することによって最初に再送され、次いで、7および8の番号が付けられた2つのOFD
Mシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータは、2つのOFDMシンボル
または2つ未満のOFDMシンボルを使用することによって再送され、その結果、基地局は、4
つのOFDMシンボル上でUEに送信されるようにあらかじめ決められたデータをUEに再送する
。
【０１４６】
　別の例を挙げると、UEセットは、2つのUE：UE1およびUE2を含む。UE1がUEであり、UE1
は、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースを解放し
、UE2は、5および6の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースを解
放すると仮定する。この場合、基地局は、2つのUE：UE1およびUE2にデータを再送する必
要があり、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースが、4つのOFD
Mシンボル上の5MHzの帯域リソースである場合、UE1およびUE2は、それぞれのリソース解
放時点に基づいて、対応する第2の時間周波数リソースをそれぞれ取得することができる
。UE1の第2の時間周波数リソースは、4つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースの最
初の2つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースであってもよく、UE2の第2の時間周波
数リソースは、4つのOFDMシンボル上の5MHzの帯域幅リソースの最後の2つのOFDMシンボル
上の5MHzの帯域幅リソースであってもよく、その結果、UE1は、最初の2つのOFDMシンボル
上の5MHzの帯域幅リソース上で搬送されるデータを受信し、UE2は、最後の2つのOFDMシン
ボル上の5MHzの帯域幅リソース上で搬送されるデータを受信する。確かに、再送データに
対して圧縮処理が実行された後、基地局は、OFDMシンボル数および／または帯域幅が削減
された後に取得される時間周波数リソースを使用してデータを再送することができる。こ
の場合、UE1およびUE2に対応するそれぞれの第2の時間周波数リソースも、等しい割合で
削減される。
【０１４７】
　別の例を挙げると、UE1は、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5MHzの
帯域幅リソースを解放し、UE2も、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の5M
Hzの帯域幅リソースを解放し、UE1によって解放された5MHzの帯域幅リソースおよびUE2に
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よって解放された5MHzの帯域幅リソースは、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシン
ボル上の異なる周波数帯域位置をそれぞれ占有する。UE1によって解放された5MHzの帯域
幅リソースは、3および4の番号が付けられた2つのOFDMシンボル上の第1の周波数帯域位置
に対応し、UE2によって解放された5MHzの帯域幅リソースは、3および4の番号が付けられ
た2つのOFDMシンボル上の第2の周波数帯域位置に対応すると仮定する。この場合、基地局
は、2つのUE、UE1およびUE2にデータを再送する必要があり、データ再送中にUEセットに
よって使用される時間周波数リソースが、2つのOFDMシンボル上の10MHzの帯域リソースで
ある場合、UE1およびUE2は、それぞれの対応する周波数帯域位置に基づいて、対応する第
2の時間周波数リソースをそれぞれ取得することができる。UE1の第2の時間周波数リソー
スは、2つのOFDMシンボル上の第1の周波数帯域位置に対応する5MHzの帯域幅リソースであ
ってもよく、UE2の第2の時間周波数リソースは、2つのOFDMシンボル上の第2の周波数帯域
位置に対応する5MHzの帯域幅リソースであってもよく、その結果、UE1は、2つのOFDMシン
ボル上の第1の周波数帯域位置に対応する5MHzの帯域幅リソースによって搬送されるデー
タを受信し、UE2は、2つのOFDMシンボル上の第2の周波数帯域位置に対応する5MHzの帯域
幅リソースによって搬送されるデータを受信する。確かに、再送データに対して圧縮処理
が実行された後、基地局は、OFDMシンボル数および／または帯域幅が削減された後に取得
される時間周波数リソースを使用してデータを再送することができる。この場合、UE1お
よびUE2に対応するそれぞれの第2の時間周波数リソースも、等しい割合で削減される。
【０１４８】
　いくつかの実現可能な実装形態では、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUE
セットによって使用される時間周波数リソースの少なくとも一部である。UEセットがその
UE（すなわち、1つのUE）のみを含み、基地局がそのUE向けにのみデータ再送を実行する
場合、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUEセットによって使用される時間周
波数リソースのすべてであってもよく、またはUEセットがそのUEを含む複数のUEを含み、
基地局が複数のUE向けのデータ再送を同時に実行する場合、第2の時間周波数リソースは
、データ再送中にUEセットによって使用される時間周波数リソースの一部であってもよい
。
【０１４９】
　いくつかの実現可能な実装形態では、データ再送中にUEセットによって使用される時間
周波数リソース上で搬送されるデータは、リソースを解放するためのシグナリングによっ
て示されたリソース位置の情報に対応する時間周波数リソース上でUEに送信されるように
あらかじめ決められたデータを含む。
【０１５０】
　リソースを解放するためのシグナリングを送信するとき、基地局は、リソースを解放す
るためのシグナリングに対して巡回冗長コード（Cyclic Redundancy Code、CRC）チェッ
クを実行し、無線ネットワーク一時識別子（Radio Network Temporary Identifier RNTI
）を使用してリソースを解放するためのシグナリングをスクランブルし、リソースを解放
するためのシグナリングの効果的な目標は、異なるRNTIを使用して変更されてもよいこと
に留意されたい。リソースを解放するためのシグナリングが1つのUEに送信される場合、
リソースを解放するためのシグナリングは、そのUE専用のRNTIを使用してスクランブルさ
れ、そのUEのみが、構文解析を介して、リソースを解放するためのシグナリングを取得す
ることができ、またはリソースを解放するためのシグナリングがUEのグループに送信され
る場合、リソースを解放するためのシグナリングは、UEのグループによって共有されるRN
TIを使用してスクランブルされ、したがって、UEのグループに含まれるすべてのUEは、構
文解析を介して、リソースを解放するためのシグナリングを取得することができる
【０１５１】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、リソース位置の情報を示すリソースを解放する
ためのシグナリングを少なくとも1つのUEに送信し、その結果、少なくとも1つのUEは、リ
ソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当て
リソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、時間周波数



(30) JP 6807947 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

リソースを解放することができる。1つまたは複数のUEは、基地局の指示に基づいて、割
当てリソースのうちのいくつかを解放することができる。したがって、リソース占有重複
によって引き起こされる干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向上
させることができる。
【０１５２】
　図6を参照すると、図6は、本発明の一実施形態による、リソース管理方法の第6の実施
形態の概略フローチャートである。この実施形態に記載されるリソース管理方法は、主に
基地局の側から記載され、以下のステップを含む。
【０１５３】
　S601．基地局が、少なくとも1つのUEにRRCシグナリングを送信し、RRCシグナリングは
事前設定された時間長を搬送する。
【０１５４】
　S602．基地局が、少なくとも1つのUEにリソースを解放するためのシグナリングを送信
し、リソースを解放するためのシグナリングは、事前設定された時間長に基づいて、ネッ
トワーク側によって少なくとも1つのUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の事
前設定された時間長の対象時間期間を特定し、対象時間期間内に少なくとも1つのUEに割
り当てられた各周波数を対象周波数として特定し、対象時間期間および対象周波数を解放
するように、少なくとも1つのUEに指示するために使用される。
【０１５５】
　具体的には、リソースを解放するためのシグナリングは、リソース位置の情報を含まな
い場合があり、すなわち、解放される必要があるリソースの時間領域サイズおよび周波数
領域サイズを示さない場合があり、リソースを解放するためのシグナリングはさらに簡略
化され、たとえば、1ビット（bit）を含むだけでもよい。ビットが1にセットされると、
それは、構文解析を介して、リソースを解放するためのシグナリングを取得するUEがリソ
ース解放を実行する必要があることを示す。少なくとも1つのUEがデータ送信を実行する
とき、基地局がリソースを解放するためのシグナリングを少なくとも1つのUEに送信する
前に、基地局は、少なくとも1つのUEに（RRCシグナリングなどの）上位レイヤシグナリン
グを送信し、上位レイヤシグナリングを使用して、解放される必要があるリソースの時間
領域サイズを決定するために使用される事前設定された時間長を少なくとも1つのUEに通
知することができるか、または少なくとも1つのUEは、少なくとも1つのUEと基地局との間
の通信プロトコルに従って、事前設定された時間長を取得し、時間領域サイズの時間領域
リソース上で少なくとも1つのUEに割り当てられたすべての周波数領域リソースが解放さ
れる。
【０１５６】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、少なくとも1つのUEにRRCシグナリングを送信し
、少なくとも1つのUEに事前設定された時間長を通知するか、または事前設定された時間
長は、少なくとも1つのUEと基地局との間の通信プロトコルに従って少なくとも1つのUEに
よって取得され、基地局は、少なくとも1つのUEにリソースを解放するためのシグナリン
グを送信し、リソースを解放するためのシグナリングは、事前設定された時間長に基づい
て、ネットワーク側によって少なくとも1つのUEにすでに割り当てられた割当てリソース
の中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定し、対象時間期間内に少なくとも1つ
のUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定し、対象時間期間および対象周波
数を解放するように、少なくとも1つのUEに指示するために使用される。1つまたは複数の
UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することができ
、リソースを解放するためのシグナリングが簡略化される。したがって、リソース占有重
複によって引き起こされる干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向
上させることができ、ネットワークシグナリングの負荷を低減することができる。
【０１５７】
　図7を参照すると、図7は、本発明の一実施形態による、UEの概略構造図である。この実
施形態に記載されたUE700は、トランシーバ701と、プロセッサ702と、メモリ703と、入出
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力デバイス704とを備える。プロセッサ702は、バスを使用して、トランシーバ（Transcei
ver）701、メモリ703、および入出力デバイス704に接続される。
【０１５８】
　トランシーバ701は、具体的に、アンテナ705を使用することにより、UEと基地局との間
で信号706を受信／送信するように構成された無線周波数受信機または無線周波数チップ
であってもよい。具体的には、トランシーバ701は、一体化された送信機（Transmitter、
TX）および受信機（Receiver、RX）を含んでもよい。プロセッサ702は、具体的に、ベー
スバンドプロセッサ、ベースバンドチップ、デジタル信号プロセッサ（Digital Signal P
rocessor、DSP）、ベースバンドプロセッサおよびアプリケーションプロセッサを含むシ
ステムオンチップ（SOC）などであってもよい。
【０１５９】
　メモリ703は、プログラムコードのセットを記憶するように構成され、プロセッサ702は
、メモリ703に記憶されたプログラムコードを呼び出して、以下の動作を実行するように
構成される。
【０１６０】
　トランシーバ701は、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリ
ングを受信するように構成され、リソースを解放するためのシグナリングはリソース位置
の情報を示す。
【０１６１】
　プロセッサ702は、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすで
に割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソー
スを特定し、時間周波数リソースを解放するように構成される。
【０１６２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報が時間領域内の位置の情報お
よび周波数領域内の位置の情報を含む場合、プロセッサ702により、リソース位置の情報
に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリ
ソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、時間周波数リソースを解放す
ることは、
　時間領域内の位置の情報および周波数領域内の位置の情報に基づいて、ネットワーク側
によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の時間領域内の位置の情報に対応
する対象時間期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を特定すること
と、
　対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放することと
　を含む。
【０１６３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられ
た割当てリソースは時間および周波数を含み、リソース位置の情報は時間領域内の位置の
情報を含み、プロセッサ702により、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側に
よってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時
間周波数リソースを特定し、時間周波数リソースを解放することは、
　時間領域内の位置の情報に基づいて、割当てリソースの中の時間領域内の位置の情報に
対応する対象時間期間を特定し、対象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を対象周
波数として特定することと、
　対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放することと
　を含む。
【０１６４】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソース位置の情報は周波数領域内の位置の情報
を含み、
　トランシーバ701は、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリ
ングを受信する前に、基地局によって送信されたRRCシグナリングを受信するようにさら
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に構成され、RRCシグナリングは事前設定された時間長を搬送し、またはプロセッサ702は
、UEと基地局との間の通信プロトコルに従って、事前設定された時間長を取得するように
さらに構成され、
　プロセッサ702により、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEに
すでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リ
ソースを特定し、時間周波数リソースを解放することは、
　事前設定された時間長および周波数領域内の位置の情報に基づいて、ネットワーク側に
よってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中の事前設定された時間長の対象時間
期間および周波数領域内の位置の情報に対応する対象周波数を特定することと、
　対象時間期間および対象周波数から構成される時間周波数リソースを解放することと
　を含む。
【０１６５】
　いくつかの実現可能な実装形態では、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられ
た割当てリソースはK個のbundlingTTIを含み、K個のbundlingTTIは、同じデータブロック
またはK個のデータブロックのK個のRVを搬送するために使用され、対象周波数は、K個のb
undlingTTI内の対象TTI内でUEに割り当てられた周波数の一部またはすべてである。
【０１６６】
　プロセッサ702は、対象TTIの解放部分をパンクチャするようにさらに構成され、
　トランシーバ701は、新しいレートマッチングパラメータを使用して対象TTIの非解放部
分で、対象TTI内で搬送されるRVもしくはデータブロックを送受信するようにさらに構成
されるか、または
　トランシーバ701は、新しいTBSを使用して非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデー
タブロックを送受信するようにさらに構成される。
【０１６７】
　いくつかの実現可能な実装形態では、トランシーバ701は、対象TTIの後の次に利用可能
なTTI内で、対象TTI内で搬送されるRVまたはデータブロックを送受信するようにさらに構
成される。
【０１６８】
　いくつかの実現可能な実装形態では、トランシーバ701は、K個のbundlingTTIの後の次
に利用可能なTTI内で、K個のRVのうちの最後のRVまたはK個のデータブロックのうちの最
後のデータブロックを送受信するようにさらに構成される。
【０１６９】
　いくつかの実現可能な実装形態では、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられ
た割当てリソースはSPSリソースを含み、対象周波数は、SPSリソースの中の対象TTI内でU
Eに割り当てられた周波数の一部またはすべてである。
【０１７０】
　プロセッサ702は、対象TTIの解放部分をパンクチャするようにさらに構成され、
　トランシーバ701は、新しいレートマッチングパラメータを使用して対象TTIの非解放部
分で、対象TTI内で搬送されるデータブロックを送受信するようにさらに構成されるか、
または
　トランシーバ701は、新しいTBSを使用して非解放部分で、対象TTI内で搬送されるデー
タブロックを送受信するようにさらに構成される。
【０１７１】
　いくつかの実現可能な実装形態では、プロセッサ702は、割当てリソースが事前設定さ
れた第1の時間周波数リソースと重複するかどうかに基づいて、リソースを解放するため
のシグナリングを受信するべきかどうかを実行するようにさらに構成され、
　トランシーバ701は、具体的に、割当てリソースが第1の時間周波数リソースと重複する
場合、リソースを解放するためのシグナリングを受信し、または割当てリソースが第1の
時間周波数リソースと重複しない場合、リソースを解放するためのシグナリングを受信す
ることをスキップするようにさらに構成され、
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　第1の時間周波数リソースは、基地局が解放できるリソースである。
【０１７２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングの送信時
点は、時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置するか、
　リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位置する時間
期間内に位置するか、または
　リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位置する時間
期間の後に位置する。
【０１７３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングの送信時
点は、時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置し、リソースを解放するためのシ
グナリングをトランシーバ701が受信する時点は、基地局によって送信された、リソース
をスケジュールするための第1のシグナリングをトランシーバ701が受信する時点の後に位
置し、リソースを解放するためのシグナリングが受信される時点とリソースをスケジュー
ルするための第1のシグナリングが受信される時点との間に第1の時間間隔が存在し、リソ
ースをスケジュールするための第1のシグナリングは、ネットワーク側によってすでに割
り当てられた割当てリソースを示す。
【０１７４】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースをスケジュールするための第1のシグナ
リングは、第1の時間間隔内で時間周波数リソースを解放するために使用されるリソース
位置の情報をさらに示す。
【０１７５】
　いくつかの実現可能な実装形態では、トランシーバ701は、基地局によって送信された
、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングを受信するようにさらに構成さ
れ、リソースをスケジュールするための第2のシグナリングは、データ再送中にUEセット
によって使用される時間周波数リソースを示し、UEセットは少なくともそのUEを含み、
　プロセッサ702は、リソースをスケジュールするための第2のシグナリング、時間周波数
リソース、および割当てリソースに基づいて、第2の時間周波数リソースを特定するよう
にさらに構成され、
　トランシーバ701は、第2の時間周波数リソース上で搬送され、基地局によって再送され
たデータ内にあるデータを受信するようにさらに構成される。
【０１７６】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングをトラン
シーバ701が受信する時点およびリソースをスケジュールするための第2のシグナリングを
トランシーバ701が受信する時点は、同じ時間期間内にあるか、または
　リソースをスケジュールするための第2のシグナリングをトランシーバ701が受信する時
点は、リソースを解放するためのシグナリングをトランシーバ701が受信する時点の後に
位置する。
【０１７７】
　いくつかの実現可能な実装形態では、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUE
セットによって使用される時間周波数リソースの少なくとも一部である。
【０１７８】
　いくつかの実現可能な実装形態では、データ再送中にUEセットによって使用される時間
周波数リソース上で搬送されるデータは、時間周波数リソース上でUEに送信されるように
あらかじめ決められたデータを含む。
【０１７９】
　いくつかの実現可能な実装形態では、トランシーバ701は、基地局によって送信されたR
RCシグナリングを受信するように構成され、RRCシグナリングは事前設定された時間長を
搬送するか、またはプロセッサ702は、UEと基地局との間の通信プロトコルに従って、事
前設定された時間長を取得するように構成される。
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【０１８０】
　トランシーバ701は、基地局によって送信された、リソースを解放するためのシグナリ
ングを受信するようにさらに構成され、リソースを解放するためのシグナリングは、リソ
ース解放を実行するようにUEに指示するために使用される。
【０１８１】
　プロセッサ702は、事前設定された時間長に基づいて、ネットワーク側によってUEにす
でに割り当てられた割当てリソースの中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定し
、対象時間期間内にUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定するようにさら
に構成される。
【０１８２】
　プロセッサ702は、対象時間期間および対象周波数を解放するようにさらに構成される
。
【０１８３】
　本発明のこの実施形態では、UEは、基地局によって送信された、リソースを解放するた
めのシグナリングを受信することであって、リソースを解放するためのシグナリングがリ
ソース位置の情報を示す、受信することと、リソース位置の情報に基づいて、ネットワー
ク側によってUEにすでに割り当てられた割当てリソースの中のリソース位置の情報に対応
する時間周波数リソースを特定し、次いで、時間周波数リソースを解放することとを行う
。UEは、基地局の指示に基づいて、割当てリソースのうちのいくつかを解放することがで
きる。したがって、リソース占有重複によって引き起こされる干渉を効果的に低減するこ
とができ、データ送信の信頼性を向上させることができる。
【０１８４】
　場合によっては、プロセッサ702は、対象時間期間および対象周波数が第1の時間周波数
リソースと重複するかどうかを判定するようにさらに構成され、対象時間期間および対象
周波数の中の少なくとも1つの時間周波数サブリソースが第1の時間周波数リソースと重複
する場合、プロセッサ702は、時間周波数サブリソースを解放しないが、少なくとも1つの
時間周波数サブリソース以外の、対象時間期間および対象周波数の中にあるサブリソース
を解放する。対象時間期間および対象周波数は1つの時間周波数リソースと見なされても
よく、第1の時間周波数リソースの時間周波数位置は、通常、UEが位置するサービングセ
ル内のすべてのUEによって一般に知られていることに留意されたい。たとえば、第1の時
間周波数リソースは、共通信号を送信するために使用される時間周波数リソースであって
もよい。たとえば、第1の時間周波数リソースは、セル固有基準信号（Cell－specific Re
ference Signal、CRS）、同期信号（Synchronization Signal）、またはディスカバリ信
号（Discovery signal）などの共通信号を送信するための時間周波数リソースであっても
よい。あるいは、第1の時間周波数リソースは、物理ブロードキャストチャネル（Physica
l Broadcast Channel、PBCH）などの共通チャネルであってもよい。第1の時間周波数リソ
ースは、アップリンク送信用の共通リソース、たとえば、物理ランダムアクセスチャネル
（Physical Random Access Channel、PRACH）の時間周波数リソースであってもよい。第1
の時間周波数リソースは、代替として、UEの復調基準信号（Demodulation RS、DMRS）お
よびサウンディング基準信号（Sounding RS、SRS）を送信するための時間周波数リソース
であってもよい。
【０１８５】
　図8を参照すると、図8は、本発明の一実施形態による、基地局の概略構造図である。こ
の実施形態に記載された基地局800は、送信機801と、プロセッサ802と、メモリ803とを含
む。プロセッサ802は、バスを使用して送信機801およびメモリ803に接続される。
【０１８６】
　送信機801は、具体的に、アンテナ804を使用してUEに信号805を送信するように構成さ
れた、送信機を含む無線周波数チップであってもよい。プロセッサ802は、具体的に、ベ
ースバンドプロセッサ、ベースバンドチップ、DSP、ベースバンドプロセッサおよびアプ
リケーションプロセッサを含むSOCなどであってもよい。
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【０１８７】
　メモリ803は、プログラムコードのセットを記憶するように構成され、プロセッサ802は
、メモリ803に記憶されたプログラムコードを呼び出して、以下の動作を実行するように
送信機801を制御するように構成される。
【０１８８】
　送信機801は、リソース位置の情報を示すリソースを解放するためのシグナリングを少
なくとも1つのUEに送信するように構成され、リソースを解放するためのシグナリングは
、リソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割
当てリソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、時間周
波数リソースを解放するように少なくとも1つのUEに指示するために使用される。
【０１８９】
　いくつかの実現可能な実装形態では、リソースを解放するためのシグナリングの送信時
点は、時間周波数リソースが位置する時間期間内に位置するか、
　リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位置する時間
期間内に位置するか、または
　リソースを解放するためのシグナリングの送信時点は、割当てリソースが位置する時間
期間の後に位置する。
【０１９０】
　いくつかの実現可能な実装形態では、送信機801は、リソースをスケジュールするため
の第2のシグナリングを少なくとも1つのUEに送信することであって、リソースをスケジュ
ールするための第2のシグナリングが、データ再送中にUEセットによって使用される時間
周波数リソースを示し、UEセットが少なくとも1つのUEを含み、リソースをスケジュール
するための第2のシグナリング、時間周波数リソース、および割当てリソースに基づいて
、第2の時間周波数リソースを特定するように少なくとも1つのUEに指示する、送信するこ
とを行うようにさらに構成され
　送信機801は、UEセットにデータを再送するようにさらに構成され、その結果、少なく
とも1つのUEは、第2の時間周波数リソース上で搬送され、送信機801によって再送された
データ内にあるデータを受信する。
【０１９１】
　いくつかの実現可能な実装形態では、第2の時間周波数リソースは、データ再送中にUE
セットによって使用される時間周波数リソースの少なくとも一部である。
【０１９２】
　いくつかの実現可能な実装形態では、データ再送中にUEセットによって使用される時間
周波数リソース上で搬送されるデータは、時間周波数リソース上で少なくとも1つのUEに
送信されるようにあらかじめ決められたデータを含む。
【０１９３】
　いくつかの実現可能な実装形態では、送信機801は、少なくとも1つのUEにRRCシグナリ
ングを送信するように構成され、RRCシグナリングは事前設定された時間長を搬送する。
【０１９４】
　送信機801は、少なくとも1つのUEにリソースを解放するためのシグナリングを送信する
ようにさらに構成され、リソースを解放するためのシグナリングは、事前設定された時間
長に基づいて、ネットワーク側によって少なくとも1つのUEにすでに割り当てられた割当
てリソースの中の事前設定された時間長の対象時間期間を特定し、対象時間期間内に少な
くとも1つのUEに割り当てられた各周波数を対象周波数として特定し、対象時間期間およ
び対象周波数を解放するように、少なくとも1つのUEに指示するために使用される。
【０１９５】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、リソース位置の情報を示すリソースを解放する
ためのシグナリングを少なくとも1つのUEに送信し、その結果、少なくとも1つのUEは、リ
ソース位置の情報に基づいて、ネットワーク側によってUEにすでに割り当てられた割当て
リソースの中のリソース位置の情報に対応する時間周波数リソースを特定し、時間周波数
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当てリソースのうちのいくつかを解放することができる。したがって、リソース占有重複
によって引き起こされる干渉を効果的に低減することができ、データ送信の信頼性を向上
させることができる。
【０１９６】
　当業者は、実施形態における方法のプロセスのうちのすべてまたは一部が、関連するハ
ードウェアに命令するコンピュータプログラムによって実装されてもよいことを理解する
ことができる。プログラムはコンピュータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。プログラム
が実行されると、実施形態における方法のプロセスが実施される。前述の記憶媒体は、磁
気ディスク、光ディスク、読取り専用メモリ（Read－Only Memory、ROM）、ランダムアク
セスメモリ（Random Access Memory、略してRAM）などであってもよい。
【０１９７】
　本発明の実施形態において提供されるリソース管理方法および関連デバイスが、上記で
詳細に記載された。この明細書では、本発明の原理および実装形態を記載するために具体
例が使用され、実施形態の説明は、本発明の方法および核となる概念の理解を助けるもの
であるにすぎない。一方、当業者は、本発明の概念に基づいて、具体的な実装形態および
適用範囲に対して修正を行うことができる。したがって、この明細書の内容は、本発明に
対する制限として解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【０１９８】
　　700　UE
　　701　トランシーバ
　　702　プロセッサ
　　703　メモリ
　　704　入出力デバイス
　　705　アンテナ
　　706　信号
　　800　基地局
　　801　送信機
　　802　プロセッサ
　　803　メモリ
　　804　アンテナ
　　805　信号
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